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β中両国の初期民権思想と進化論（彰）

【
要
約
〕
　
本
稿
は
開
治
初
年
の
日
本
自
由
民
権
思
想
や
、
一
八
九
八
年
中
国
の
戊
戌
変
法
期
中
に
お
け
る
康
有
為
・
血
温
超
ら
の
維
薪
変
革
思
想
に
進
化

論
が
与
え
た
影
響
な
ど
が
、
い
っ
た
い
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
進
化
論
が
日
本
に
移
植
さ
れ
た
の
は
、
明
治
初
年
の

頃
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
中
國
に
入
っ
た
の
は
日
清
戦
役
の
頃
で
あ
る
。
こ
れ
ら
両
国
の
進
化
論
受
容
の
歴
史
的
過
程
か
ら
み
る
と
、
そ
れ
ら
の
民
権
思

想
界
に
反
映
さ
れ
た
様
相
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
相
互
比
較
し
て
検
討
し
、
そ
の
共
通
性
と
相
違
点
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の
主
要

な
課
題
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
五
四
巻
二
号
　
一
九
七
一
年
三
月
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思
想
に
浸
透
す
る
一
つ
の
要
因
と
な
っ
た
。

　
　
　
ま
　
じ
　
め
　
こ

　
明
治
維
新
後
に
生
ま
れ
た
日
本
の
自
由
民
権
思
想
と
、
日
清
戦
争

後
に
成
長
し
て
き
た
中
国
の
康
主
語
・
梁
啓
超
ら
の
維
新
思
想
は
い

ず
れ
も
進
化
論
の
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
い
っ
た
い
な
ぜ
で

あ
ろ
う
か
。
一
言
で
い
え
ば
、
十
九
世
紀
後
半
期
に
お
け
る
国
際
社

会
で
は
、
強
権
が
認
め
ら
れ
る
時
代
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
国
家
・
民

族
の
生
存
や
死
滅
は
そ
の
時
代
に
適
応
で
き
る
能
力
の
大
小
に
よ
っ

て
決
ま
る
。
こ
う
し
た
条
件
が
進
化
論
が
容
易
に
日
中
両
国
の
民
権

　
進
化
の
一
般
的
概
念
は
生
存
競
争
・
優
勝
劣
敗
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
理
念
が
自
然
・
社
会
科
学
の
諸
分
野
に
投
じ
た
波
紋
は
き

r
わ
め
て
大
き
か
っ
た
。
生
存
競
争
・
優
勝
劣
敗
と
い
う
こ
と
を
人
聞

社
会
に
適
用
す
る
な
ら
ば
、
列
強
諸
国
の
相
互
競
争
は
当
然
の
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
、
血
な
ま
ぐ
さ
い
争
い
が
人
間
社
会
に
も
た
ら
し

て
き
た
も
の
は
、
結
果
と
し
て
不
幸
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
進
化
論
は
社
会
に
お
け
る
進
歩
の
観
念

と
結
び
つ
き
、
そ
れ
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
。
古
い
社
会
体
制
を
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崩
壊
さ
せ
、
新
し
い
社
会
を
建
設
す
る
理
念
は
進
化
論
と
密
接
に
つ

な
が
．
っ
て
い
る
。

　
本
稿
は
、
進
化
論
に
よ
っ
て
明
治
維
新
後
の
日
本
自
由
民
権
思
想

と
一
八
九
八
年
の
中
国
の
戊
戌
変
法
以
前
に
お
け
る
康
有
為
・
梁
啓

超
ら
の
維
新
思
想
に
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
反
響
が
見
ら
れ
た

の
か
、
ま
た
、
そ
の
異
同
点
は
ど
こ
に
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
重

点
を
お
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
日
本
側
か
ら
そ
れ
を
述

べ
よ
う
。

一
　
進
化
論
と
日
本

　
進
化
論
を
日
本
に
導
入
し
た
の
は
明
治
初
年
か
ら
で
あ
る
が
、
そ

れ
を
体
系
的
に
移
植
し
、
ま
た
普
及
さ
せ
た
の
は
モ
ー
ス
（
口
身
毒
箆

ω
・
冒
霞
ω
①
H
。
。
ω
。
。
占
8
㎝
）
で
あ
る
。

　
モ
ー
ス
は
一
八
七
七
年
（
明
治
　
○
）
に
東
京
大
学
の
動
物
学
教
授

と
し
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
日
し
た
。
翌
々
年
（
明
治
二
一
）
八
月
ま
で
、

ニ
カ
年
あ
ま
り
日
本
に
滞
在
し
た
彼
は
、
動
物
学
の
講
義
の
外
に
進

化
論
の
講
義
を
行
な
っ
た
。
モ
4
ス
の
講
義
の
筆
記
を
石
川
千
代
松

が
邦
訳
し
、
　
『
動
物
進
化
論
』
と
題
し
、
一
八
八
三
年
（
明
治
＝
ハ
）

に
刊
行
し
た
。
こ
れ
は
進
化
論
を
日
本
に
紹
介
し
た
最
初
の
文
献
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
モ
ー
ス
の
進
化
論
は
自
然
科
学
の
分
野
に

制
限
さ
れ
、
社
会
科
学
に
対
し
て
は
ほ
と
ん
ど
影
響
を
与
え
て
い
な

い
。　

進
化
論
が
社
会
科
学
の
分
野
に
用
い
ら
れ
、
こ
と
に
自
由
民
権
思

想
に
は
じ
め
て
と
り
入
れ
た
の
は
、
加
藤
弘
之
と
外
山
正
一
ら
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
者
は
進
化
論
の
導
入
者
で
は
な
く
、
進
化
論

を
用
い
て
自
由
民
権
思
想
に
大
き
な
波
紋
を
投
じ
た
人
物
で
あ
る
。

後
老
は
進
化
論
、
す
な
わ
ち
ス
ペ
ン
サ
ー
（
ω
唱
窪
。
震
頃
震
σ
①
詳
H
。
。
b
。
O

－
お
O
ω
）
の
学
説
を
日
本
に
移
植
す
る
こ
と
に
大
き
く
貢
献
し
た
科
学

者
で
あ
る
。
ま
ず
加
藤
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
み
よ
う
。

　
明
治
年
代
の
啓
蒙
思
想
家
で
あ
る
加
藤
弘
之
は
少
年
の
頃
か
ら
四

書
五
経
を
学
び
、
漢
学
を
身
に
つ
け
た
が
、
後
に
長
崎
に
遊
学
し
、

蘭
学
を
修
め
て
、
つ
い
に
洋
学
者
と
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
語
と
英
語
を

習
得
し
た
彼
は
、
西
洋
の
哲
学
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
・
政
治
・
法

律
な
ど
の
諸
学
に
深
い
興
味
を
持
っ
て
、
洋
学
の
広
い
分
野
に
わ
た

っ
て
研
究
の
目
を
向
け
て
い
た
。
一
八
六
一
年
（
文
久
元
）
に
彼
の
最

初
の
著
書
『
密
議
』
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
は
日
本
に
お
け
る
立
憲

政
体
を
説
い
た
最
古
の
著
書
で
あ
る
。
後
に
彼
は
郷
艸
に
対
し
て
、

「
紙
数
は
僅
か
に
四
十
枚
足
ら
ず
位
な
も
の
で
あ
る
が
、
さ
う
云
ふ
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も
の
を
私
が
二
十
六
才
の
時
に
書
い
た
。
何
を
書
い
た
か
と
雷
ふ
に
、

即
ち
立
憲
政
体
、
西
洋
に
は
立
憲
政
体
と
云
ふ
も
の
が
あ
っ
て
、
　

国
の
君
だ
と
か
、
大
臣
だ
と
か
云
ふ
者
が
権
を
専
ら
に
す
る
事
を
し

な
い
で
、
上
院
下
院
と
云
ふ
、
即
ち
議
会
が
あ
っ
て
、
而
し
て
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
法
律
財
政
等
を
議
定
す
る
と
雷
ふ
制
度
が
西
洋
に
在
る
」
と
語
っ

て
い
る
。
『
郷
草
』
に
続
い
て
『
立
憲
政
体
書
』
（
慶
応
四
年
）
、
『
真
政
大

意
』
（
明
治
三
年
）
、
　
『
国
体
新
論
』
（
関
治
八
年
）
な
ど
が
次
か
ら
次
へ
と

刊
行
さ
れ
た
。
　
上
掲
の
諸
書
の
中
に
お
い
て
、
　
加
藤
は
、
進
化
論

と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
な
い
の
み
な
ら
ず
、
進
化
論
に
関
す
る
学

説
に
も
ふ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
　
八
七
五
年

（
明
治
八
）
ま
で
、
加
藤
の
思
想
の
中
に
進
化
論
は
存
在
し
て
い
な
い

と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
明
治
一
〇
年
代
に
至
り
、
い
よ
い
よ
進
化

論
が
社
会
科
学
分
野
に
展
開
さ
れ
は
じ
め
た
時
、
彼
は
こ
の
影
響
を

受
け
、
つ
い
に
進
化
論
を
も
っ
て
自
説
を
批
判
す
る
に
至
っ
た
。
こ

れ
が
自
由
民
権
思
想
で
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
進
化
論
に
心
酔
し
た
外
山
正
一
に
つ
い
て

紹
介
し
て
お
く
。
外
山
は
一
留
学
生
と
し
て
一
八
七
二
年
（
明
治
五
）

に
渡
米
し
、
翌
年
九
月
、
ミ
シ
ガ
γ
大
学
に
入
学
し
た
。
三
力
年
豆
大

学
に
在
学
し
て
哲
学
・
理
学
な
ど
を
修
め
た
彼
は
、
一
八
七
六
年
（
明

治
九
）
五
月
に
帰
国
し
、
東
京
開
成
学
校
教
授
に
任
命
さ
れ
た
。
翌

年
、
開
成
学
校
と
東
京
医
学
校
が
合
併
し
て
東
京
大
学
と
な
っ
た
が
、

彼
は
ひ
ぎ
つ
づ
き
同
校
に
勤
め
て
歴
史
な
ど
を
講
義
し
た
。
歴
史
を

学
ぶ
に
は
ま
ず
社
会
学
の
原
理
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
た

彼
は
、
　
「
初
め
ス
ペ
ン
サ
ー
の
『
社
会
学
原
理
』
に
よ
り
、
簡
単
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

社
会
学
を
講
じ
、
次
い
で
英
国
憲
法
史
を
講
義
せ
ら
れ
た
」
の
で
あ

っ
た
。
も
と
も
と
社
会
学
原
理
（
夢
。
℃
爵
。
堂
8
。
h
。
，
。
。
一
§
σ
・
賓
1

＜
o
ピ
押
H
。
。
M
9
＜
○
冒
卜
。
し
。
。
。
。
さ
。
一
く
。
憎
ρ
μ
。
。
り
b
。
）
は
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社

会
進
化
論
で
あ
る
。
つ
ま
り
社
会
有
機
体
説
に
生
物
学
的
社
会
進
化

の
法
則
を
適
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
ス
ペ
ン
サ
ー
の
学
説
を
尊
重
し

た
外
山
は
、
　
一
八
八
○
年
（
明
治
ニ
ニ
）
に
書
い
た
『
民
権
弁
惑
』
の

中
に
お
い
て
、
　
「
政
府
ノ
圧
制
ナ
リ
政
府
ノ
千
渉
ナ
リ
ト
シ
テ
大
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

民
権
自
由
ヲ
妨
害
ス
ル
モ
ノ
」
と
認
め
な
が
ら
、
他
方
で
は
政
府
に

反
対
す
る
民
権
運
動
が
強
ま
れ
ば
強
ま
る
ほ
ど
、
政
府
の
抑
圧
も
次

第
に
き
び
し
く
な
る
と
い
う
。
こ
う
し
て
彼
は
、
つ
い
に
無
畏
協
調

論
へ
向
っ
て
、
急
進
的
な
自
由
民
権
思
想
の
歯
止
め
と
し
て
、
大
き

な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
以
下
、
私
は
自
由
民
権
主
義
者
が
加
藤
弘
之
の
進
化
論
に

い
か
に
反
論
を
浴
び
せ
た
か
を
、
中
心
に
し
て
検
討
す
る
。
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加
藤
は
、
当
初
、
天
賦
人
権
説
に
心
酔
し
、
民
権
主
張
・
立
憲
母

体
樹
立
の
首
唱
老
で
あ
っ
た
。
彼
は
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
、

日
本
の
思
想
に
新
し
い
ペ
ー
ジ
を
開
く
こ
と
に
大
き
な
役
割
を
果
し

た
。
彼
の
初
期
民
権
思
想
は
相
当
進
歩
的
な
も
の
で
、
そ
れ
が
彼
の

『
真
政
大
意
』
・
『
国
体
新
論
』
の
中
で
は
っ
き
り
あ
ら
わ
れ
て
い

る
。
後
に
、
彼
が
進
化
論
を
持
っ
て
自
説
を
打
倒
し
よ
う
と
し
た
も

の
は
、
や
は
り
そ
の
『
真
苧
大
意
』
・
『
国
体
新
論
』
な
ど
で
あ
っ
た
。

ま
ず
真
土
大
意
の
中
に
お
け
る
主
要
な
論
点
、
憲
法
と
民
権
と
の
関

係
を
掲
げ
て
お
く
。

　
真
政
大
意
に
お
い
て
立
憲
の
理
念
を
日
本
に
紹
介
し
、
　
「
憲
法
ト

云
フ
モ
ノ
ハ
、
政
府
ト
願
掛
ト
ノ
際
、
及
ビ
臣
民
相
ヒ
互
ヒ
ノ
際
二

二
テ
、
彼
此
互
ヒ
ニ
自
己
ノ
本
分
ヲ
尽
シ
テ
、
他
ノ
権
利
ヲ
敬
重
ス

ル
平
心
、
且
ッ
各
々
白
回
己
ノ
権
利
ヲ
安
保
シ
テ
、
他
ノ
屈
堂
ロ
ヲ
受
ル

コ
ノ
ナ
イ
様
二
、
都
テ
彼
此
企
業
ノ
規
律
ヲ
定
ム
ル
所
以
」
の
も
の

で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
も
し
こ
の
よ
う
な
憲
法
を
確
立
す
る
な
ら

ば
、
「
暴
君
姦
臣
モ
自
ラ
法
ナ
キ
国
ノ
様
二
勝
手
ナ
「
計
ハ
出
来
ヌ
」

と
い
う
わ
け
で
、
や
む
を
え
ず
、
こ
の
法
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

と
い
う
。
ま
た
「
憲
法
ノ
上
二
於
テ
ハ
皆
同
一
ノ
臣
民
ニ
シ
テ
、
皆

二
二
同
一
ノ
保
護
ヲ
受
ク
ベ
キ
権
利
デ
、
匹
．
夫
匹
婦
ト
イ
へ
托
、
緒

紳
貴
介
ト
露
程
モ
相
違
ト
云
フ
モ
ノ
・
ナ
イ
難
度
」
で
あ
る
と
し
て
、

階
級
制
度
の
存
在
し
た
封
建
社
会
を
否
定
し
、
天
賦
人
権
主
義
の
思

　
　
　
　
　
　
　
　
④

想
を
引
き
出
し
て
い
る
。

　
次
に
『
国
体
新
論
』
は
主
と
し
て
「
国
家
ノ
主
眼
ハ
人
民
ニ
シ
テ

人
民
ノ
為
メ
ニ
君
主
ア
リ
政
府
ア
ル
所
以
ノ
理
」
　
「
君
主
及
ヒ
政
府

ノ
人
民
二
対
セ
ル
権
利
義
務
」
お
よ
び
「
人
民
ノ
君
主
政
府
二
対
セ
ル

権
利
義
務
」
な
ど
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
ま
ず
儒
教
を

代
表
す
る
孟
子
の
学
説
に
批
判
を
加
え
て
い
る
。
　
「
天
下
国
土
ヲ
君

主
ノ
富
ト
云
ヒ
シ
孟
子
力
又
同
シ
ロ
ヨ
リ
君
為
軽
ト
云
フ
ハ
如
何
ナ

ル
表
裏
矛
盾
ノ
コ
ナ
ル
ヤ
、
天
下
国
土
ノ
所
有
主
ナ
ル
君
主
ヲ
以
テ

其
国
土
ノ
食
客
ナ
ル
人
民
ヨ
リ
軽
シ
ト
ス
ル
理
ア
ル
ヘ
キ
ヤ
、
実
二

解
ス
可
カ
ラ
サ
ル
妄
言
ト
云
フ
ヘ
シ
」
と
い
う
。
次
に
日
本
の
天
皇

制
に
対
し
て
、
「
天
下
国
土
億
兆
人
民
ヲ
以
テ
、
独
り
天
皇
ノ
私
有

臣
僕
ト
ナ
ス
削
壁
キ
野
鄙
随
劣
ノ
風
習
ヲ
以
テ
、
我
国
体
ト
ナ
ス
ノ

理
ハ
決
シ
テ
ア
ル
可
カ
ラ
ス
。
天
皇
ト
人
民
ト
ハ
決
シ
テ
異
類
ノ
者

ニ
ア
ラ
ス
」
と
い
う
よ
う
な
民
主
的
な
理
念
が
加
藤
の
急
進
的
意
見

を
示
し
た
一
面
で
あ
る
。
最
後
に
彼
は
、
君
主
政
府
は
人
民
を
保
護

鳥
導
し
、
安
寧
幸
福
を
与
え
る
の
に
対
し
て
、
人
民
は
義
務
と
し
て

君
主
政
府
の
命
令
を
遵
奉
す
る
外
、
納
税
兵
役
な
ど
の
義
務
が
あ
る
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⑤

こ
と
を
述
べ
、
愚
民
双
方
の
権
利
義
務
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
や
が
て
彼
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
（
Ω
μ
霞
奮
菊
。
げ
。
騨
O
墨
描
嵩

一
。
。
8
山
。
。
。
。
卜
。
）
の
進
化
論
や
ス
ペ
ン
サ
ー
ら
の
進
化
哲
学
に
関
す
る
書

物
を
読
ん
で
、
自
然
科
学
の
価
値
を
認
め
、
つ
い
に
宇
宙
観
と
人
生

観
と
を
一
変
し
た
。
一
八
八
一
年
（
賜
治
一
四
）
一
一
月
二
四
日
付
の

『
郵
便
報
知
新
聞
』
所
載
の
彼
の
広
告
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
近
信
遇
及
ビ
テ
ハ
形
而
上
ノ
学
、
即
哲
学
政
治
学
ノ
如
キ
モ
、
亦
タ
此

　
　
物
理
ノ
学
ノ
御
竃
ニ
ヨ
リ
テ
、
漸
…
ク
実
事
二
就
テ
研
究
ス
ル
、
ト
ナ
リ

　
　
シ
カ
バ
、
遂
二
従
来
ノ
空
理
ヲ
棄
テ
真
確
ナ
ル
主
義
ヲ
得
ル
ニ
至
ル
ベ

　
　
シ
、
実
二
形
而
上
ノ
学
ノ
大
二
面
目
ヲ
一
新
ス
ル
ノ
日
ハ
蓋
シ
甚
ダ
遠

　
　
キ
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヘ
シ
ト
信
ス
、
然
…
ル
一
跡
薯
［
憲
政
大
意
国
体
新
払
澗
等
ノ

　
　
如
キ
ハ
余
力
馬
匹
・
石
等
ノ
理
ヲ
知
ラ
サ
ル
時
二
於
テ
著
作
セ
シ
書
ナ
レ

　
　
ハ
、
今
日
ヨ
リ
之
ヲ
視
ル
ニ
謬
見
妄
説
往
々
少
カ
ラ
ス
、
心
地
ニ
後
進

　
　
二
黒
豊
玉
ア
ル
ヲ
覚
フ
レ
ハ
、
漸
次
著
作
ヲ
以
テ
其
非
ヲ
弁
シ
、
併
セ

　
　
テ
真
理
ヲ
講
セ
ン
ト
欲
ス
レ
冊
、
此
等
ノ
コ
ハ
圃
ヨ
リ
直
江
為
シ
得
へ

　
　
カ
ラ
サ
ル
コ
ナ
レ
ハ
、
先
ツ
今
回
右
等
ノ
書
ヲ
悉
ク
届
済
ノ
上
滅
版
二

　
　
付
シ
タ
リ
、
然
レ
任
既
二
世
間
二
流
布
セ
ル
部
数
モ
多
カ
ル
可
ケ
レ
ハ
、

　
　
之
ヲ
閲
読
セ
ラ
ル
ル
諸
君
ハ
右
心
ノ
書
ヲ
以
テ
決
シ
テ
余
力
今
日
ノ
意

　
　
［
見
二
合
ス
ル
モ
ノ
ト
認
メ
玉
ハ
サ
ラ
ン
コ
ヲ
希
蝦
講
ス
。

　
そ
の
後
、
す
な
わ
ち
一
八
八
二
年
一
〇
月
に
『
人
権
新
説
』
を
著

わ
し
、
自
然
選
択
説
に
基
き
、

を
唱
え
た
。

生
在
競
争
・
優
勝
劣
敗
の
社
会
原
理

生
存
競
争
ノ
生
ス
ル
ハ
万
物
法
ノ
定
規
二
於
テ
実
二
己
ム
ヘ
カ
ラ
サ
ル

コ
ト
ト
云
フ
ヘ
ク
、
而
テ
此
競
争
二
於
テ
優
者
力
常
二
捷
ヲ
獲
テ
劣
者

ヲ
制
ス
ル
ノ
コ
ト
、
即
自
然
淘
汰
ノ
作
用
生
ス
ル
ハ
、
製
煉
決
シ
テ
免

ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
コ
ト
ニ
シ
テ
、
是
即
所
謂
優
…
勝
…
劣
敗
ナ
リ
。
是
二
曲
テ

之
ヲ
観
レ
ハ
、
万
物
法
ノ
一
個
ノ
大
定
規
タ
ル
優
勝
劣
敗
ノ
作
矯
ハ
特

二
動
植
物
世
界
二
存
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
蕎
人
々
類
世
界
ニ
モ
亦
必
然

生
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
了
知
ス
ヘ
シ
。
吾
人
々
類
体
質
心
性
二
於
テ
各
優

劣
ノ
等
差
ア
リ
テ
為
メ
ニ
優
勝
劣
敗
ノ
作
用
必
然
吾
人
々
類
世
界
二
生

ス
ル
ノ
理
已
二
疑
ヲ
容
ル
ヘ
カ
ラ
ス
ト
ス
レ
ハ
、
彼
吾
人
々
青
墨
人
々

個
々
生
レ
ナ
カ
ラ
ニ
シ
テ
、
自
由
自
治
平
等
均
一
ノ
権
力
ヲ
固
有
セ
リ

ト
ナ
セ
ル
天
賦
人
権
主
義
ノ
如
キ
ハ
、
実
二
此
実
理
ト
矛
盾
ス
ル
モ
ノ

タ
ル
コ
ト
ハ
既
二
甚
タ
明
瞭
ナ
ル
ニ
非
ス
ヤ
。
実
理
ト
矛
盾
ス
ル
モ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ハ
即
山
表
網
心
ト
称
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
。

　
さ
ら
に
進
化
論
に
よ
っ
て
男
女
の
平
等
説
を
否
定
し
、
　
「
男
子
ハ

天
然
既
二
女
子
二
優
ル
ヲ
以
テ
能
ク
之
ヲ
制
シ
、
体
力
強
大
ナ
ル
老

ハ
天
然
既
二
臓
弱
ナ
ル
者
二
優
ル
ヲ
以
テ
能
ク
之
ヲ
倒
ス
ノ
類
是
ナ

⑦リ
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
に
立
っ
て
い
た
彼
は
、
日
本
の
民
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権
思
想
を
中
心
と
す
る
天
賦
人
権
を
「
一
汗
ノ
下
二
粉
砕
シ
了
レ
リ

　
　
　
⑧

ト
信
ス
」
と
表
明
す
る
と
同
時
に
、
国
会
開
設
尚
早
論
を
持
ち
出
し

た
の
で
あ
る
。

　
『
人
権
新
説
』
の
出
版
に
よ
っ
て
自
由
民
権
家
の
間
に
は
大
き
な
論

争
が
ま
き
お
こ
っ
た
。
先
頭
に
立
っ
て
そ
の
説
に
反
駁
を
加
え
た
の

は
、
改
進
党
に
属
す
る
矢
野
文
雄
で
あ
る
。
彼
は
、
加
藤
の
「
優
者

ハ
勝
制
シ
思
者
ハ
敗
服
ス
ル
物
性
ノ
常
態
定
則
二
従
ヒ
人
類
モ
亦
タ

優
制
劣
服
ヲ
免
レ
ザ
ル
が
故
二
、
人
類
二
自
由
、
自
治
、
平
等
、
均

一
ノ
権
利
ア
リ
ト
ス
ル
ハ
虚
妄
ナ
リ
」
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、

　
　
此
理
ヲ
推
シ
テ
進
ム
ト
キ
ハ
、
三
三
小
ヲ
虐
シ
強
ハ
弱
ヲ
凌
グ
モ
、
亦

　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
皆
人
類
ノ
定
数
ナ
リ
ト
ア
キ
ラ
メ
、
武
力
逞
マ
シ
キ
者
が
薄
弱
ナ
ル
者

　
　
ノ
資
産
ヲ
奪
ヒ
、
強
勤
ナ
ル
考
が
無
力
者
ノ
生
命
ヲ
断
滅
ス
ル
モ
、
亦

　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
人
類
ノ
定
数
ト
思
ヒ
ア
キ
ラ
メ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
。
若
シ
愚
弄
ヨ
リ
シ
テ
進

　
　
ム
ト
キ
ハ
、
勢
力
ア
ル
人
ハ
勢
力
ナ
キ
人
ヲ
随
意
二
取
リ
扱
フ
モ
天
然

　
　
ナ
リ
ト
云
フ
ニ
至
リ
、
終
一
一
ハ
人
民
ヲ
圧
制
シ
得
ベ
キ
勢
力
ア
ル
政
府

　
　
ハ
随
意
ユ
人
民
ヲ
圧
制
ス
ル
モ
亦
人
類
ノ
定
規
ナ
リ
ト
ノ
論
理
二
誘
フ

　
9
ベ
シ
。
是
レ
量
二
等
ル
ベ
キ
ニ
非
ズ
ヤ
。
自
由
権
理
ヲ
愛
ス
ル
ノ
人
民

　
　
独
り
此
説
ヲ
悪
ム
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ズ
、
筍
モ
危
ヲ
悪
ミ
安
ヲ
喜
ブ
ノ
人
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
　
ハ
皆
応
二
面
ノ
理
論
ノ
実
二
残
忍
ナ
ル
ニ
戦
陣
探
ス
ベ
シ
。

と
き
び
し
く
批
判
し
て
い
る
。

　
こ
の
矢
野
の
反
論
は
初
め
「
加
藤
弘
之
氏
の
人
権
新
説
を
読
む
」

と
題
し
、
後
に
「
人
権
新
説
を
読
む
」
と
改
題
し
て
、
『
郵
便
報
知

新
聞
』
一
八
八
二
年
一
一
月
二
日
号
ら
同
年
同
月
一
六
日
ま
で
の
間
、

一
〇
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
矢
野
に
引
き
続
い
て
『
人
権
新
説
』
に
反
論
を
加
え
た
の
は
自
由
党

に
属
す
る
馬
場
辰
猪
で
あ
る
。
一
八
八
三
年
一
月
に
馬
場
の
『
天
賦

人
権
論
』
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
は
人
権
新
説
に
反
駁
す
る
代
表
的

な
著
作
で
あ
る
。
ま
ず
彼
は
、
『
人
権
新
説
』
の
議
論
は
き
わ
め
て
粗

略
で
、
天
賦
人
権
を
容
易
に
伸
張
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
し
か
も
「
今

日
我
三
民
権
家
ノ
霊
張
ス
ル
所
ハ
皆
妄
想
臆
測
ナ
リ
、
急
躁
ナ
リ
」

と
い
う
加
藤
の
説
に
全
面
的
に
批
判
を
浴
び
せ
た
。
彼
は
『
人
権
新

説
』
の
中
で
理
論
上
に
誤
り
を
犯
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
次
の
数
点
で

あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
、
「
進
化
主
義
二
従
ヘ
ハ
妄

想
モ
確
説
ノ
基
礎
ト
ナ
ル
者
ニ
シ
テ
必
ス
シ
モ
有
害
二
非
サ
ル
事
」
、

二
、
　
「
仏
国
ノ
革
命
ハ
人
類
自
然
ノ
競
争
ヲ
抑
圧
セ
シ
ヨ
リ
起
り
シ

事
」
、
三
、
「
優
勝
劣
敗
中
二
良
正
ノ
者
ト
不
良
正
ノ
者
ト
ヲ
区
別
ス

ル
ノ
基
本
明
瞭
ナ
ラ
サ
ル
事
」
、
四
、
「
生
存
競
争
ハ
邦
国
ノ
種
類
ト

時
代
ノ
異
同
ト
ヲ
以
テ
区
別
ス
可
カ
ラ
ス
。
故
二
欧
洲
中
古
人
民
ノ
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生
存
競
争
ヲ
以
テ
可
ト
セ
ハ
、
砂
口
今
日
人
民
ノ
生
存
競
争
ヲ
以
テ

不
可
ト
ス
可
ラ
サ
ル
事
」
、
五
、
「
天
賦
人
権
主
義
ハ
宇
雷
ノ
万
物
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

共
二
不
消
不
滅
ノ
自
然
力
ヨ
リ
生
シ
タ
ル
事
」
憎
い
う
数
点
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
多
年
滞
在
し
、
西
洋
社
会
の
実
状
に
接
し
、

西
洋
文
化
の
洗
礼
を
十
分
に
受
け
て
帰
国
し
た
罵
場
は
、
天
賦
人
権

説
を
間
く
信
じ
て
、
進
化
論
に
よ
っ
て
こ
の
説
を
く
ず
す
こ
と
が
絶

対
で
き
な
い
と
強
調
し
、
鋭
く
反
論
し
た
の
で
あ
る
。

　
馬
場
の
『
天
賦
人
権
論
』
と
と
も
に
『
人
権
新
説
』
を
攻
撃
し
た
の
は
、

植
木
枝
盛
の
『
天
賦
人
権
弁
』
で
あ
る
。
植
木
は
馬
場
と
と
緬
に
自

由
党
に
属
す
る
論
客
で
あ
る
。
彼
の
論
旨
に
お
い
て
特
に
注
目
す

べ
き
は
進
化
論
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
書
の
第
四
章
「
人
間
ノ

進
歩
ハ
植
物
ノ
如
ク
ナ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
の
中
に
、
　
「
植
物
二
字
テ
ハ

人
間
ノ
作
用
ス
ル
カ
如
キ
言
語
文
字
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
。
植
物
二
於
テ

ハ
人
間
ノ
如
キ
ノ
学
術
問
方
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
。
植
物
二
於
キ
テ
ハ
人

間
ノ
如
キ
ノ
究
理
発
明
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
。
」
と
の
理
由
を
あ
げ
て
、

つ
い
に
「
彼
ノ
欧
米
人
民
力
石
日
二
保
有
セ
ル
自
由
権
ノ
成
果
ノ
如

キ
モ
、
決
シ
テ
欧
米
入
力
植
物
ノ
進
歩
ヲ
惟
レ
学
ヒ
テ
得
タ
ル
所
ニ

ハ
ア
ア
ラ
ス
。
正
二
植
物
ヲ
惟
レ
学
ハ
ス
シ
テ
、
自
ラ
進
取
シ
タ
レ

ハ
コ
ソ
之
ヲ
領
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
、
人
間
何
ソ
自
ラ
嬰
累
シ
テ
屯
遜

ト
シ
テ
植
物
ノ
進
歩
ヲ
惟
レ
学
ヒ
、
以
テ
局
然
自
縛
ス
ル
コ
ト
ノ
ア

　
　
⑪

ラ
ン
ヤ
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
植
物
学
の
知
識
に
よ
る
反
論
は
、

他
の
『
人
権
新
説
』
の
批
判
老
の
中
に
見
出
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
諸
批
判
の
中
で
、
最
も
異
彩
を
放
っ
た
の
は
外
山
正
一
の
「
再
び

人
権
新
説
著
者
に
質
し
併
せ
て
ス
ペ
ン
セ
ル
氏
の
為
に
冤
を
解
く
」

と
題
す
る
論
文
で
あ
る
。
彼
も
進
化
論
を
も
っ
て
加
藤
を
批
判
し
、

加
藤
が
ス
ペ
ン
サ
ー
の
学
説
を
誤
解
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
そ
れ
よ
り
．
も
尚
ほ
甚
だ
し
き
は
、
ス
ペ
ン
セ
ル
氏
は
吾
人
々
類
は
他
動

　
　
物
而
己
な
ら
ず
、
植
物
と
同
源
に
出
で
た
る
も
の
た
る
こ
と
を
最
も
分

　
　
明
に
説
か
る
る
所
の
進
化
主
義
家
な
る
に
加
藤
氏
は
ス
ペ
ン
セ
ル
氏
の

　
　
権
衡
論
を
自
ら
誤
解
せ
ら
る
る
と
は
知
ら
れ
ず
し
て
、
意
気
揚
々
と
し

　
　
て
、
ス
ペ
ソ
セ
ル
氏
其
人
の
如
き
も
自
身
は
立
派
な
る
非
天
賦
人
権
者

　
　
流
な
り
と
思
ひ
居
る
こ
と
な
る
ぺ
け
れ
ど
も
、
其
実
は
矢
張
り
署
人
々

　
　
類
の
真
に
他
の
動
物
と
同
源
に
出
で
た
る
も
の
な
る
こ
と
を
知
ら
ざ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
も
の
な
り
杯
と
云
は
れ
た
る
こ
そ
、
抱
腹
絶
倒
の
至
な
れ
。

　
外
山
の
反
論
主
旨
は
、
加
藤
が
進
化
論
を
誤
用
し
て
天
賦
人
権
説

を
排
斥
し
て
い
る
の
は
不
当
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
実
は
「
牽
強
附

会
」
の
説
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

　
『
人
権
新
説
』
を
め
ぐ
る
論
争
は
帝
政
党
解
党
の
年
に
最
高
潮
に
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達
し
た
。
当
時
民
間
に
最
も
流
行
し
た
の
は
天
賦
人
権
説
で
あ
る
。

し
か
も
こ
の
・
説
は
自
由
民
権
運
動
の
理
論
的
支
柱
で
あ
っ
た
。
加
藤

」
は
進
化
論
に
よ
っ
て
、
こ
の
天
賦
人
権
の
「
妄
想
二
出
ル
所
以
」
を

論
じ
て
、
自
由
・
改
進
両
党
系
に
属
す
る
論
客
や
一
般
の
民
権
論
者

と
正
面
衝
突
せ
ざ
6
を
え
な
か
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
こ
の
論
争
は
、
実
は
、
生
物
的
進
化
論
を
人
間
社
会
に
適
用
し
う

る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
、
自
由
民

権
思
想
が
進
化
論
と
い
か
な
る
関
係
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
う

か
が
わ
れ
る
、
二
、
日
本
の
思
想
家
た
ち
が
進
化
論
を
用
い
て
政
治

問
題
に
対
処
し
、
日
本
の
思
想
界
に
新
し
い
ペ
ー
ジ
を
開
い
た
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
、
三
、
立
憲
政
体
へ
と
発
展
し
つ
つ
あ
る
日
本
に

と
っ
て
、
進
化
論
を
め
ぐ
っ
て
起
っ
た
論
争
は
大
き
な
意
義
を
有
す

る
、
と
い
う
諸
点
が
注
臼
に
価
す
る
。

①
明
治
三
二
年
六
月
発
行
『
太
陽
』
臨
時
増
刊
六
六
頁
、
加
藤
弘
之
述
「
昔
の
瀕

　
学
の
話
」
。

②
下
出
隼
吉
の
『
民
権
弁
惑
』
解
題
（
明
治
文
化
研
究
会
編
『
明
治
文
化
全
集
』

　
第
二
巻
自
由
民
権
篇
、
「
解
題
扁
三
四
…
五
頁
）
。
ま
た
、
開
国
百
年
記
念
文
化
購

　
業
会
編
『
明
治
文
化
史
』
第
五
巻
学
術
編
五
七
九
頁
参
照
。

③
外
山
正
一
著
『
民
権
弁
惑
』
（
前
掲
『
明
治
文
化
全
集
』
第
二
巻
二
二
八
頁
に

　
見
え
る
）
。

④
加
藤
弘
之
碧
『
真
塗
大
意
』
（
前
掲
『
関
治
文
化
全
集
』
第
二
巻
八
七
i
一
〇

　
八
頁
に
見
え
る
）
。

⑤
加
藤
弘
之
著
『
細
体
新
論
』
（
前
掲
『
明
治
文
化
全
集
』
第
二
巻
＝
一
－
二

　
六
百
ハ
に
見
え
る
）
。

⑥
加
藤
弘
之
著
『
国
体
新
論
』
（
前
掲
『
明
治
文
化
全
集
』
第
二
巻
＝
一
－
二

　
六
頁
に
見
え
る
）
。

⑦
同
上
（
三
六
四
頁
）
。

⑧
同
上
（
三
七
一
頁
）
。

⑨
明
治
文
化
全
集
編
輯
部
編
『
人
権
新
説
駁
論
集
』
（
前
掲
『
明
治
文
化
全
集
』

　
第
二
巻
三
九
四
頁
に
見
え
る
）
。

⑩
馬
場
辰
猪
著
『
天
賦
人
権
論
』
（
前
掲
『
明
治
文
化
全
集
』
第
二
巻
四
四
一
一

　
六
一
百
ハ
に
日
矩
え
る
）
。

⑪
　
植
木
枝
盛
著
『
天
賦
人
権
弁
』
　
（
前
掲
『
明
治
文
化
全
集
』
第
二
巻
四
七
六
1

　
九
頁
に
見
え
る
）
。

⑫
同
註
⑨
（
四
三
四
頁
に
見
え
る
）
。

二
　
進
化
論
と
中
国

　
進
化
論
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
西
洋
科
学
知
識
一
般
が
中
国
に
導

入
さ
れ
た
の
は
日
本
よ
り
お
そ
か
っ
た
。
こ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う

ミ
　
む
　
　
　
　
　
　
　

力　
日
本
知
識
人
の
外
来
学
問
に
対
す
る
吸
収
力
は
き
わ
め
て
強
い
。

外
来
学
問
を
積
極
的
に
と
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
み
ず
か
ら
の
文

化
を
発
展
さ
せ
た
の
は
、
日
本
人
特
有
の
知
能
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
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権
大
史
生
田
精
の
、
加
藤
弘
之
の
愛
翫
大
意
に
対
す
る
、
　
「
能
吸
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

彼
脳
随
、
補
我
臓
騎
、
於
施
政
之
術
、
可
謂
急
斜
菰
　
」
と
い
う
賛

詞
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
。
日
本
の
外
来
文
化
受
容
の
過
程
は
、
幕
末

ま
で
の
漢
学
か
ら
蘭
学
へ
、
蘭
学
か
ら
英
学
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
。

こ
の
一
連
の
転
換
は
、
み
ず
か
ら
の
現
実
問
題
へ
の
対
処
と
そ
の
疇

代
の
要
求
に
応
じ
て
打
ち
出
さ
れ
た
方
策
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
中
国
で
は
、
思
想
・
文
化
が
伝
統
的
儒
教
に
支
配

さ
れ
て
い
る
の
で
、
外
来
文
化
は
従
来
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
九

世
紀
六
〇
年
代
か
ら
行
な
わ
れ
た
洋
務
運
動
は
主
と
し
て
兵
器
工
場

を
創
設
し
、
兵
器
製
造
と
直
接
関
連
す
る
多
く
の
西
洋
自
然
科
学
知

識
を
吸
収
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
た
が
、
西
洋
の
社
会
科
学
は
全
く

無
視
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
当
時
、
最
も
実
力
を
有
す
る
官
僚

張
之
洞
（
一
八
三
七
－
一
九
〇
九
）
の
「
中
学
を
体
と
な
し
、
西
学
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

用
と
な
す
」
と
の
洋
務
論
が
全
中
国
の
知
識
人
か
ら
「
万
雷
」
と
し

て
支
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
日
清
戦
争
の
前
後
に
な

っ
て
、
中
国
は
西
洋
の
近
代
社
会
科
学
の
紹
介
を
本
格
的
に
は
じ
め

た
。
そ
の
中
で
最
も
注
目
さ
れ
た
の
が
進
化
論
で
あ
る
。

　
進
化
論
を
は
じ
め
て
中
国
に
紹
介
し
た
の
は
厳
復
（
一
八
五
三
一
一

九
二
一
）
で
あ
る
。
航
海
術
を
習
得
す
る
た
め
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
留

学
し
た
彼
は
イ
ギ
リ
ス
の
近
代
文
明
に
傾
倒
し
、
社
会
科
学
に
関
す

る
書
物
の
閲
読
に
引
き
こ
ま
れ
た
。
帰
国
後
の
彼
は
、
一
八
九
五
年

に
天
津
発
行
の
『
直
報
』
（
ド
イ
ツ
人
く
。
四
国
甲
謹
類
犀
①
P
O
・
創
立
の

華
字
新
聞
）
で
「
原
強
扁
　
「
論
世
変
之
亟
」
　
「
救
亡
決
論
」
お
よ
び

「
閥
韓
」
と
題
す
る
一
連
の
論
文
を
発
表
し
た
。
就
中
、
　
「
原
由
」

の
中
で
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
『
種
の
起
原
』
（
9
喧
轟
。
｛
o
D
℃
a
①
ω
）
と

ス
ペ
ン
サ
ー
の
『
社
会
学
研
究
』
（
］
り
げ
O
　
の
叶
篇
負
団
　
O
h
　
ω
O
O
一
〇
一
〇
σ
Q
《
）
な

ど
に
ふ
れ
て
い
る
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
説
に
関
し
て
、
　
「
生
存
競
争
と

は
生
物
の
相
互
競
争
に
よ
っ
て
自
存
を
守
る
。
適
者
生
存
と
は
自
然

淘
汰
に
よ
っ
て
良
種
を
選
ぶ
。
つ
ま
り
慰
問
と
生
物
が
同
じ
自
然
世

界
に
寄
生
し
、
そ
れ
ぞ
れ
競
争
し
て
発
展
変
化
し
て
い
く
。
最
初
に

は
種
と
種
と
の
競
争
、
群
と
群
と
の
競
争
で
あ
る
。
強
記
は
弱
者
を

凌
ぎ
、
愚
者
は
智
者
に
騙
さ
れ
る
、
こ
れ
は
生
物
進
化
の
原
理
で
あ

③る
」
と
い
う
．
．
ま
た
、
ス
ペ
ソ
サ
…
の
説
に
関
し
て
、
　
「
ス
ペ
ン
サ

ー
も
イ
ギ
リ
ス
に
生
ま
れ
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
と
同
時
代
の
人
で
あ
る
。

彼
の
著
書
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
『
種
の
起
原
』
よ
り
早
い
、
進
化
論
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

っ
て
人
倫
と
教
化
を
論
じ
る
。
こ
れ
を
社
会
学
（
群
学
）
と
称
す
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
ス
ペ
ン
サ
ー
は
生
物
の
進
化
論
を
人
間
社
会
の
現

象
に
適
用
す
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
厳
復
は
こ
の
説
に
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よ
っ
て
国
家
強
弱
は
人
民
に
「
力
」
・
「
智
」
・
「
徳
」
と
い
う
三
つ
の

要
素
が
あ
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
と
い
う
。
列
強
の
結

言
に
直
面
し
た
当
時
の
中
国
が
み
ず
か
ら
を
永
く
存
続
さ
せ
よ
う
と

す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
「
民
力
」
を
育
成
し
、
「
民
国
」
を
開
き
、
「
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

徳
」
を
新
た
に
す
る
は
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
「
原
強
」
の
要
旨

か
ら
み
る
と
、
厳
復
が
ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
発
展
の
進
化
論
的
歴
史

観
に
全
面
的
に
賛
同
の
意
を
示
し
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

　
一
八
九
六
年
、
厳
復
は
ハ
ッ
ク
ス
リ
（
霞
髪
座
メ
日
ぎ
謹
告
国
母
蔓

H
。
。
圏
山
。
。
浅
）
の
『
進
化
と
倫
理
』
（
国
く
O
一
信
砕
一
〇
鐵
　
　
ρ
口
鳥
　
国
梓
げ
一
〇
白
n
）
の
漢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

訳
を
完
成
し
、
翌
年
か
ら
天
津
で
発
刊
さ
れ
た
『
国
聞
報
』
に
そ
れ

を
掲
載
し
た
。
そ
の
翌
々
年
、
さ
ら
に
そ
れ
を
ま
と
め
て
『
天
演
論
』

と
題
し
て
出
版
し
た
。
　
『
進
化
と
倫
理
』
を
翻
訳
し
た
理
由
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

「
自
誓
」
・
「
保
磁
」
の
た
め
で
あ
る
と
彼
は
い
う
。
日
清
戦
争
に
敗

れ
て
衝
撃
を
受
け
た
彼
は
、
維
新
変
革
の
一
途
を
だ
ど
る
以
外
に
他

の
自
強
の
道
は
な
い
と
痛
感
し
た
。
し
か
し
彼
の
維
新
変
革
の
主
張

は
ス
ペ
ン
サ
ー
説
に
影
響
さ
れ
、
相
当
微
温
的
な
も
の
で
あ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
ス
ペ
ン
サ
ー
説
は
進
化
論
と
有
機
体
説
に
も
と

づ
き
、
　
「
強
舗
的
な
協
同
か
ら
自
発
的
な
協
同
へ
の
発
展
」
を
説
き
、

一
方
で
は
支
配
階
級
の
存
続
を
「
優
勝
劣
敗
し
に
よ
っ
て
合
理
化
す

る
と
同
時
に
、
一
方
で
は
有
機
体
的
調
和
説
を
強
調
す
る
。
こ
の
よ

う
な
「
階
級
調
和
論
」
は
暴
力
的
革
命
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
急
進

的
変
革
運
動
に
さ
え
も
反
対
す
る
。
こ
の
ス
ペ
ン
サ
ー
説
に
傾
倒
し

た
厳
復
は
中
国
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
を
敵
視
し
た
の
み
な
ら
ず
、
康

膚
為
の
維
新
変
法
運
動
に
も
正
面
か
ら
積
極
的
な
支
持
を
与
え
な
か

っ
た
。

　
戊
戌
変
法
運
動
の
嵐
が
吹
き
あ
れ
た
後
、
維
新
人
物
で
あ
る
課
嗣

同
ら
が
処
刑
さ
れ
、
康
有
為
・
梁
啓
超
ら
が
日
本
に
亡
命
し
、
そ
の

ほ
か
の
翁
同
苗
・
黄
遵
憲
ら
は
免
官
、
あ
る
い
は
追
放
さ
れ
た
。
と

こ
ろ
が
維
新
思
想
を
有
す
る
厳
復
は
戊
戌
変
法
運
動
と
の
直
接
関
係

を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
依
然
と
し
て
天
津
水
師
学

⑧堂
の
校
長
と
し
て
勤
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
厳
復
は
、
中
国
の
維
新
変
革
運
動
の
第
一
線
に
立
っ
て
い
な
か
っ

た
が
、
彼
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
進
化
論
お
よ
び
進
化
の
学
説
を
ま

じ
え
て
書
か
れ
た
論
文
な
ど
が
、
中
国
の
維
新
変
革
運
動
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
の
顕
著
な
例
証
は
康
有
為
と

梁
啓
超
で
あ
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
康
・
梁
の
維
新
変
革
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
儒

教
思
想
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
が
中
国
の
～
般
知
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識
人
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
進
化
論
を
活
用
し
て
儒
学
を
解
釈
し
て
い

る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
戊
戌
変
法
の
時
ま
で
、
梁
啓
超
の
考
え
は
康
有
為
の
維
新
変
法
説

の
枠
内
に
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、
康
よ
り
梁
の
主
張
は
い
っ
そ
う
明

確
な
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
康
の
説
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

　
A
　
康
有
為
の
変
法
説

　
儒
教
の
政
治
思
想
は
退
化
的
思
想
で
あ
る
。

　
　
古
え
に
遡
る
ほ
ど
文
化
が
進
ん
で
い
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
古
代
を

　
　
薄
重
せ
ん
と
す
る
。
し
か
る
に
こ
れ
と
は
反
対
に
ま
た
、
後
世
に
降
る

　
　
に
つ
れ
て
文
化
が
進
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
を
認
め
る
け
れ
ど
も
、
し

　
　
か
し
そ
の
進
ん
だ
こ
と
が
即
ち
堕
落
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
故
に
か
え

　
　
っ
て
古
代
祉
会
す
な
わ
ち
原
始
社
会
を
理
想
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
　
す
る
考
え
方
が
、
一
方
に
存
在
し
て
い
た
。

と
小
島
祐
白
鞘
が
指
摘
し
て
い
る
。

　
確
か
に
、
儒
教
思
想
に
支
配
さ
れ
る
中
国
の
知
識
人
は
、
歴
史
は

退
化
し
あ
る
い
は
堕
落
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
現
実
的
社
会

を
離
れ
、
古
代
の
理
想
的
社
会
、
た
と
え
ば
夏
、
商
、
周
三
代
の
政

治
欄
度
を
追
懐
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
一
般
的
な
現
象
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
「
退
化
」
的
歴
史
観
は
、
実
は
政
治
改
革
の
最
大
の
障

害
で
あ
る
。

　
康
有
為
は
中
国
の
一
般
知
識
人
と
同
じ
よ
う
に
、
科
挙
試
験
を
通

じ
て
、
立
身
患
世
を
図
っ
た
人
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
は
な
ぜ
中
国

の
一
般
知
識
人
を
凌
ぎ
、
つ
い
に
戊
戌
変
法
運
動
の
最
高
指
導
者
と

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
言
で
い
え
ば
、
彼
は
進
化
論
的
歴
史
観

を
も
っ
て
中
閣
社
会
発
展
の
法
則
を
認
め
た
。
つ
ま
り
政
治
体
欄
を

変
ず
れ
ば
変
ず
る
ほ
ど
よ
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
た
わ
け
で

あ
る
。

　
中
国
の
封
建
的
政
治
制
度
を
変
革
さ
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
ま

ず
こ
の
封
建
的
政
治
制
度
を
支
え
る
儒
教
の
学
説
を
革
命
的
に
解
釈

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
彼
は
考
え
た
。
　
そ
の
た
め
に
、
彼
は

『
孔
子
改
翻
考
』
（
一
八
九
七
）
を
著
わ
し
、
こ
れ
を
論
拠
と
し
て
戊
戌

変
法
運
動
を
鼓
吹
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
孔
子
改
制
考
の
中
に
、
　
コ
夏
股
周
三
統
、
皆
孔
子
所
属
」
と
い
う
。

す
な
わ
ち
夏
、
商
（
殿
）
、
周
、
の
三
型
説
は
孔
子
の
仮
託
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
そ
の
意
味
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
と
、
つ
ま
り
従
来
、
中
国

の
知
識
人
が
あ
こ
が
れ
た
中
国
の
古
代
社
会
一
夏
、
商
、
周
三
代
の

政
治
制
度
は
、
実
は
孔
子
の
理
想
に
も
と
づ
い
て
構
成
さ
れ
た
も
の

．
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
託
古
改
制
で
あ

11　（189）



る
。　

と
こ
ろ
が
、
託
古
墨
制
は
必
ず
し
も
孔
子
か
ら
は
じ
ま
っ
た
こ
と

で
は
な
い
。
周
秦
の
諸
子
は
み
な
改
棚
を
主
張
し
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
老
子
は
黄
帝
を
仮
託
し
、
墨
子
は
大
禺
を
仮
託
し
、
不
行
は
神

農
を
仮
託
し
て
い
る
。
苗
代
に
至
り
、
襲
明
珍
、
陳
立
ら
も
歯
黒
を

唱
え
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
康
有
為
の
い
う
改
選
は
そ
れ
ら
の

人
々
と
趣
き
を
異
に
し
て
い
る
。

　
　
康
有
為
の
改
制
と
い
う
も
の
は
、
一
種
の
政
治
草
命
・
社
会
改
革
の
意

　
　
味
を
持
っ
て
い
る
。
故
に
、
彼
は
よ
く
「
通
三
統
」
を
い
う
。
コ
ニ
統
」

　
　
と
は
、
夏
、
商
、
周
三
代
の
政
治
制
度
が
時
代
に
応
じ
て
変
る
と
い
う

　
　
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
は
よ
く
「
張
三
世
」
を
い
う
。
三
世
と
は
拠

　
　
乱
、
升
平
、
太
平
の
一
二
世
で
、
そ
の
三
世
の
制
度
を
改
め
ろ
な
ら
ば
改

　
　
め
る
ほ
ど
、
よ
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
康
有
為
の
政
治
に
お
け

　
　
る
維
新
変
革
の
主
張
は
、
実
は
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

と
梁
啓
超
は
述
べ
て
い
る
。

　
従
来
、
中
国
の
知
識
人
は
孔
子
を
思
想
支
配
の
最
高
に
位
置
ず
け

て
い
る
。
康
有
為
は
、
周
秦
の
諸
子
を
孔
子
と
同
じ
地
位
に
高
め
て
、

孔
子
以
外
の
思
想
家
の
存
在
価
値
を
再
認
識
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

「
清
末
の
諸
子
学
研
究
は
、
経
学
研
究
の
補
助
と
い
う
附
随
的
な
も

の
か
ら
、
次
第
に
別
個
の
価
値
を
諸
子
に
認
め
よ
う
と
す
る
傾
向
に

動
い
て
い
た
。
西
倉
が
輸
入
さ
れ
て
か
ら
は
、
西
学
の
濫
鵤
を
諸
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
求
め
て
、
西
学
の
採
用
を
合
理
付
け
よ
う
」
と
す
る
気
運
が
起
っ

て
い
た
。
当
時
中
国
の
知
識
人
は
孔
子
以
外
の
思
想
、
西
洋
思
想
は

も
ち
ろ
ん
、
周
秦
の
諸
子
思
想
さ
え
も
無
視
し
て
い
た
。
康
有
為
は

孔
子
を
諸
子
の
列
に
入
れ
、
　
「
天
下
定
於
一
助
」
と
い
う
伝
統
的
観

念
を
打
破
し
て
、
中
国
知
識
人
の
思
想
を
解
放
さ
せ
よ
う
と
し
た
の

で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
孔
子
改
制
考
を
著
わ
す
目
的
と
し
て
は
、
一
、
進
化

論
を
と
り
入
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
儒
教
の
思
想
は
決
し
て
保
守
的
思

想
で
な
く
、
革
命
的
思
想
で
あ
る
と
強
調
し
、
中
国
知
識
人
の
「
退

化
」
的
歴
史
観
を
進
化
論
的
歴
史
観
に
顛
倒
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
、

二
、
孔
子
に
対
す
る
伝
統
的
観
念
を
再
評
価
し
、
中
国
知
識
人
の
批

判
的
精
神
を
興
し
て
、
新
し
い
研
究
分
野
に
導
入
さ
せ
よ
う
と
す
る

こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
二
点
は
、
実
は
、
康
有
為
の
維
新
変
革
思
想
上
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
支
柱
で
、
そ
れ
が
戊
戌
変
法
運
動
に
大
き
な
役
割
を
果

し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
8
　
梁
啓
超
の
変
法
説
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す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
戊
戌
変
法
の
時
ま
で
の
梁
螺
子
の
維
新

変
革
思
想
は
、
彼
の
師
で
あ
る
康
有
為
の
説
を
継
ぐ
も
の
で
あ
る
が
、

梁
は
康
よ
り
い
っ
そ
う
深
く
進
化
論
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　
戊
戌
変
法
以
前
に
お
い
て
、
梁
啓
超
の
維
新
変
革
思
想
を
代
表
す

る
も
の
は
、
　
「
変
法
通
議
」
・
「
論
藩
政
民
政
相
蝦
之
理
」
と
題
す
る

両
篇
の
論
文
で
あ
る
。
ま
ず
変
法
通
議
を
紹
介
し
て
お
く
。

D
変
法
通
議
に
つ
い
て
　
こ
の
論
文
は
十
数
回
に
わ
た
っ
て
、
　
『
時
務

面報
』
の
第
一
号
（
一
八
九
六
年
八
月
九
日
、
す
な
わ
ち
光
緒
二
二
年
七
月
一

日
）
か
ら
第
四
三
号
（
一
八
九
七
年
一
〇
月
二
六
日
、
す
な
わ
ち
光
緒
二
三

年
一
〇
月
一
日
）
ま
で
の
各
号
に
断
続
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
梁
啓

超
の
初
期
の
維
新
変
革
思
想
は
、
こ
の
論
文
に
明
確
に
現
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
変
法
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
、
彼
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

要
而
論
之
、
法
七
二
下
之
公
器
也
、
変
者
天
下
之
公
理
也
、
大
地
既
通
、

万
国
適
々
、
日
趨
於
上
、
大
勢
相
対
、
非
可
關
制
、
変
亦
変
、
不
変
亦

変
、
変
而
変
者
、
変
之
権
操
諸
己
、
可
以
保
国
、
可
以
保
種
、
可
以
国

教
。
不
変
葡
変
、
変
之
権
譲
諸
人
、
束
縛
之
、
馳
騒
之
。
鳴
呼
、
則
非

吾
之
所
敢
雷
換
。
是
曾
池
之
薄
鼠
四
：
其
一
、
如
日
本
、
自
変
者
也
、

　
　
其
二
、
如
突
鰍
、
他
人
昏
蒙
権
当
代
変
者
也
、
其
三
、
如
印
度
、
見
併

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
於
一
国
而
代
働
者
也
、
其
四
、
如
波
蘭
、
見
分
於
諸
国
蒲
事
変
者
也
。

す
な
わ
ち
、
要
す
る
に
、
法
は
天
下
共
有
の
も
の
で
あ
り
、
変
は
天

下
の
真
理
で
あ
る
。
今
日
の
世
界
の
交
通
が
自
由
に
な
り
、
各
国
は

ま
す
ま
す
増
強
し
て
い
く
。
相
互
の
勢
力
は
伯
仲
し
、
そ
の
情
勢
を

抑
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
変
は
ま
た
変
で
あ
る
。
不
変
も
ま
た

変
で
あ
る
。
変
に
し
て
変
ず
る
な
ら
ば
、
そ
の
変
の
権
は
み
ず
か
ら

の
手
に
握
る
こ
と
が
で
き
、
国
家
・
民
族
・
孔
教
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
。
不
変
に
し
て
変
ず
る
な
ら
ば
、
そ
の
変
の
権
は
他
人
に
握
ら

れ
、
束
縛
さ
れ
、
使
役
さ
れ
る
。
あ
Σ
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
敢
て
い

う
こ
と
は
で
き
な
い
。
要
す
る
に
、
変
の
方
法
に
は
四
つ
の
類
型
が

あ
る
。
そ
の
一
は
日
本
の
如
き
、
み
ず
か
ら
の
変
で
あ
る
。
そ
の
二

は
ト
ル
コ
の
如
き
、
他
人
が
そ
の
政
権
を
取
り
ト
ル
コ
に
代
っ
て
変

ず
る
。
　
そ
の
三
は
イ
ン
ド
の
如
き
、
　
他
国
に
併
呑
さ
れ
、
　
他
国
が

イ
ン
ド
に
代
っ
て
変
ず
る
。
そ
の
四
は
ポ
1
ラ
ン
ド
の
如
き
、
諸
列

強
に
判
読
さ
れ
、
諸
列
強
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
代
っ
て
変
ず
る
、
と
い

、
つ
。

　
「
変
」
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
あ
き
ら
か
に
優
勝
劣
敗
・
生
存
競

争
と
い
う
凍
理
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
十
九
世
紀
末
に
お
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い
て
、
欧
米
列
強
の
中
国
に
与
え
た
脅
迫
は
日
ま
し
に
増
大
し
て
お

り
、
中
国
は
日
本
の
明
治
維
新
の
よ
う
に
、
独
自
で
「
変
」
を
講

じ
な
け
れ
ば
、
弱
肉
強
食
の
き
び
し
い
国
際
条
件
の
下
で
、
滅
さ
れ

る
悲
運
に
あ
る
。
当
時
中
国
に
と
っ
て
は
、
変
法
を
行
な
う
場
合
、

ま
ず
教
育
か
ら
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
　
「
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

法
之
本
、
在
育
人
才
、
人
才
酒
興
、
在
開
学
校
」
、
す
な
わ
ち
、
変

法
の
根
本
は
人
材
を
育
て
る
こ
と
に
あ
る
、
人
材
の
育
成
は
学
校
を

開
く
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
　
「
世
界
之
運
、
由
乱
丁
進
昇

平
、
勝
敗
之
原
、
由
力
而
趨
於
智
、
故
法
自
筆
於
今
日
、
以
開
上
智

　
　
⑯

為
第
一
」
、
す
な
わ
ち
世
界
の
気
運
は
混
乱
か
ら
平
和
に
入
り
、
勝

敗
の
決
定
は
力
か
ら
智
へ
移
行
し
て
い
る
。
故
に
今
日
に
お
い
て
、

自
惚
を
唱
え
る
な
ら
ば
、
ま
ず
「
民
智
」
を
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
・
こ
れ
が
厳
復
の
「
原
強
」
の
中
に
強
調
さ
れ
る
「
鶴
見
」

か
ら
引
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
変
法
が
時
代
に
要
求
さ
れ
、
そ
れ
を
も
は
や
妨
げ
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
梁
啓
超
は
考
え
る
。
し
か
し
、
根
の
深
い
中
国
封
建
社
会
を

近
代
社
会
へ
と
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

そ
の
有
効
な
方
法
と
し
て
は
、
ま
ず
教
育
を
普
及
し
、
人
民
の
知
識

を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。
梁
啓
超
に
よ
れ
ば
、
康
有
為
の
三
世
説

（
拠
乱
世
↓
升
平
世
↓
太
平
世
）
の
歴
史
発
展
段
階
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
　
吻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
α

特
徴
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
拠
乱
世
に
お
い
て
は
力
の
あ
る
も
の
が
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
4

利
者
に
な
る
。
升
平
世
に
お
い
て
は
力
と
智
あ
る
も
の
が
勝
利
老
に

な
る
。
太
平
世
に
お
い
て
は
智
あ
る
も
の
が
勝
利
者
に
な
る
。
升
平

世
か
ら
太
平
世
へ
移
行
し
て
い
る
今
日
の
世
界
で
は
、
自
存
を
守
る

第
一
条
件
は
、
　
「
開
民
智
」
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
説
は
、
一
八
八
○
年
（
明
治
；
一
）
一
二
月
『
愛
国
新

誌
』
　
（
日
本
愛
国
社
の
機
関
誌
）
第
一
六
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
開
明
改

進
ノ
順
序
ヲ
論
ス
」
と
題
す
る
論
説
と
全
く
同
じ
構
想
で
あ
る
。
同

論
説
に
よ
れ
ば
、
歴
史
の
発
農
は
、
過
去
、
現
在
、
未
来
の
三
段
階

に
分
れ
る
。
過
去
と
は
腕
力
時
代
1
1
神
権
政
治
、
現
在
と
は
智
力
時

代
1
1
立
憲
政
治
、
未
来
と
は
道
徳
時
代
一
共
和
政
治
で
あ
る
と
い
う
。

当
時
の
日
本
が
ど
の
よ
う
な
段
階
に
お
か
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て

は
、
　
「
吾
罐
ハ
今
日
我
邦
ノ
人
民
ハ
第
二
段
ノ
地
位
二
歩
ル
智
力
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

代
ノ
人
民
ナ
リ
ト
謂
ハ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
ナ
リ
」
と
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

梁
啓
超
は
こ
の
論
説
を
読
ん
で
い
な
い
。
し
か
し
両
者
の
構
想
が
一

致
し
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
当
蒔
の
各
国
の
民
権
思
想
家
の
共
通

的
見
方
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
　
「
力
」
か
ら
「
智
」
へ
と
移
行
す

る
こ
と
は
、
歴
史
発
展
に
お
い
て
必
然
的
な
段
階
だ
か
ら
で
あ
痘
。
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さ
て
、
日
本
の
維
新
変
革
の
原
動
力
は
い
っ
た
い
ど
こ
に
あ
る
か
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
案
配
超
は
、
　
「
日
本
は
区
々
た
る
島
国
で
あ
る
。

外
は
列
強
の
侵
略
を
受
け
、
内
は
幕
藩
の
賊
乱
に
困
り
、
そ
の
亡
国

の
危
機
が
一
髪
に
迫
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
や
が
て
弱
か
ら
強
に
な

っ
た
の
は
教
育
普
及
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
い
い
、
ま
た
、

教
育
を
普
及
す
れ
ば
、
人
材
が
悲
出
し
、
今
日
に
お
い
て
、
　
「
優
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

た
人
材
が
出
な
け
れ
ば
、
空
前
の
大
改
革
を
行
な
い
え
な
い
」
と
い

、
つ
σ

　
確
か
に
、
教
育
の
普
及
は
明
治
維
新
変
革
を
推
し
進
め
る
一
つ
の

要
素
で
あ
る
。
歴
史
進
展
の
先
頭
に
立
ち
、
啓
蒙
思
想
に
大
き
な
役

割
を
果
し
た
福
沢
諭
吉
は
単
な
る
ひ
と
り
の
思
想
家
で
あ
っ
た
の
み

な
ら
ず
、
教
育
家
で
も
あ
っ
た
。
彼
は
『
学
問
の
す
す
め
』
（
明
治
五

年
）
、
　
『
文
明
論
之
概
略
』
（
明
治
八
年
）
を
著
わ
し
、
日
本
人
民
を
無

知
蒙
昧
の
封
建
社
会
か
ら
脱
却
さ
せ
、
近
代
文
明
国
家
に
ふ
さ
わ
し

い
新
し
い
知
識
－
欧
米
科
学
知
識
を
求
め
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
人
間

は
「
学
ば
ざ
れ
ば
智
な
し
、
智
な
き
、
愚
入
な
り
」
と
あ
る
。
愚
に

な
れ
ば
、
、
遊
惰
放
浪
に
流
れ
、
つ
い
に
社
会
を
混
乱
さ
せ
る
。
社
会

が
混
乱
す
れ
ば
、
政
府
の
暴
政
を
招
致
す
る
。
故
に
「
日
本
国
に
お

い
て
も
こ
の
人
民
あ
り
て
こ
の
政
治
あ
る
な
り
。
か
り
に
人
民
の
穂

孕
今
口
よ
り
も
衰
え
て
な
お
無
学
文
盲
に
沈
む
こ
と
あ
ら
ば
、
政
府

の
法
も
い
ま
一
段
厳
重
に
な
る
べ
く
、
も
し
ま
た
人
民
皆
学
問
に
志

し
て
物
事
の
理
を
知
り
文
明
の
風
に
お
も
む
く
こ
と
あ
ら
ば
、
政
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
法
も
な
お
ま
た
寛
仁
大
度
の
場
合
に
お
よ
ぶ
べ
し
」
と
い
う
。
ま

た
文
明
論
か
ら
み
る
と
、
世
界
文
明
の
進
化
段
階
は
野
蛮
か
ら
半
開

へ
、
半
開
か
ら
文
明
へ
と
進
ん
で
い
く
。
ア
フ
リ
カ
の
諸
国
を
も
っ

て
ア
ジ
ア
諸
国
に
比
す
れ
ば
こ
れ
を
野
蛮
と
い
う
。
ア
ジ
ア
の
諸
国

を
も
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
比
す
れ
ば
こ
れ
を
半
開
と
い
う
。
文

明
と
い
う
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。
こ
の
文
明

の
境
界
に
達
す
る
の
は
、
無
智
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
。

　
福
沢
の
い
う
人
智
と
梁
啓
超
の
い
う
人
智
と
は
、
実
は
同
一
の
も

の
で
あ
ろ
が
、
両
者
の
解
釈
の
尺
度
が
多
少
違
っ
て
い
る
。
つ
ま
り

福
沢
は
西
洋
文
明
の
吸
収
に
「
智
」
に
重
点
を
お
い
て
い
る
の
に
対

し
て
、
梁
啓
超
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
維
新
変
革
の
原
動
力
は
教
育
で
あ
る
。
梁
の

「
変
法
高
議
」
の
内
容
構
成
は
主
と
し
て
教
育
に
関
す
る
も
の
で
あ

る
。
た
と
え
ば
「
学
校
総
論
」
の
中
の
、
　
「
論
科
挙
」
　
「
論
学
会
」

「
論
師
範
」
「
論
女
学
」
　
「
論
幼
学
」
　
「
学
校
余
論
」
　
「
論
訳
書
」

な
ど
は
そ
れ
で
あ
る
。
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教
育
を
振
興
す
れ
ば
、
人
民
の
智
を
ゆ
た
か
に
す
る
。
智
が
あ
れ

ば
、
人
間
社
会
に
お
い
て
生
存
続
争
の
条
件
が
そ
な
わ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

幻
　
「
論
君
政
民
政
相
懸
速
筆
」
に
つ
い
て
こ
の
論
文
は
時
務
報
の
第
四
一

（号
（
一
八
九
七
年
一
〇
月
六
日
、
す
な
わ
ち
光
諸
二
一
二
年
九
月
一
一
日
）
に

掲
載
さ
れ
た
。
そ
の
要
旨
は
主
と
し
て
、
進
化
論
に
よ
っ
て
三
世
説

を
具
体
的
に
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
康
有
為
は
進
化
論
的
歴
史
観
か
ら
『
春

　
　
　
⑳

秋
草
羊
伝
』
の
中
で
の
三
世
説
を
拠
乱
世
か
ら
升
平
世
へ
、
升
平
世

か
ら
太
平
世
へ
と
移
る
も
の
で
あ
る
、
と
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
彼

は
、
一
方
で
は
三
世
の
政
治
形
態
を
あ
き
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、

他
方
で
は
三
世
の
「
変
」
の
必
然
性
と
合
理
性
を
強
調
し
て
い
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
康
有
為
は
近
代
欧
米
政
治
喜
喜
の
理
念
を

ほ
と
ん
ど
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
　
「
牽
強
附
会
」
の
ふ
し
が
多

い
。

　
と
こ
ろ
が
、
康
有
為
よ
り
近
代
欧
米
思
想
の
影
響
を
深
く
受
け
た

梁
啓
超
は
、
三
世
説
を
明
確
か
つ
具
体
的
に
説
明
し
て
い
る
。
梁
に

よ
れ
ば
、
天
下
を
治
め
る
に
は
三
世
の
段
階
が
あ
る
。
そ
の
一
は
多

暦
が
国
家
を
治
め
る
世
で
あ
る
。
そ
の
二
は
一
丁
が
国
家
を
治
め
る

世
で
あ
る
。
そ
の
三
は
民
が
国
家
を
治
め
る
世
で
あ
る
。
多
君
の
世

は
拠
乱
世
の
政
治
で
あ
る
。
～
君
の
世
は
升
平
世
の
政
治
で
あ
る
。

民
の
世
は
太
平
世
の
政
治
で
あ
る
。
換
雷
す
れ
ば
、
多
君
の
世
か
ら

一
図
の
世
へ
、
一
再
の
世
か
ら
民
の
世
へ
と
発
展
し
て
い
く
。
そ
の

進
化
の
過
程
に
つ
い
て
、
　
「
未
掻
玉
世
、
不
能
職
工
、
漏
壷
其
世
、

不
能
閥
之
」
、
す
な
わ
ち
、
変
の
機
が
熟
さ
な
い
う
ち
に
、
そ
の
変

を
起
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一
旦
、
変
の
段
階
に
入
っ
た
時
は
、

そ
の
変
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。
民
の
世
、
す
な
わ
ち

太
平
の
世
は
歴
史
発
展
の
最
終
段
階
で
あ
る
。
こ
れ
は
民
権
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
民
権
を
伸
張
し
て
、
太
平
の
世
を
実
現
す
る
こ
と

が
梁
啓
超
の
最
高
の
政
治
理
想
で
あ
る
。

　
　
　
梁
の
三
世
の
系
譜

近
代
西
洋
政
治
体
制
に
つ
い
て
梁
聖
職
は
厳
復
の
言
を
引
用
し
て
、

「
厳
復
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
制
度
は
三
つ
に
わ
か
れ
る
と
い
う
。

一
つ
は
モ
ナ
ー
キ
ー
（
窯
9
日
鍵
。
ξ
）
で
あ
り
、
一
君
が
人
民
を
治
め
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る
制
度
で
あ
る
。
一
つ
は
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
（
≧
凶
ω
8
。
夷
Q
）
で

あ
り
、
世
襲
貴
族
の
共
和
制
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

（
σ
⑦
B
o
。
㌶
ミ
）
で
あ
り
、
国
民
が
政
治
を
行
な
う
欄
度
で
あ
る
」
と

い
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
は
政
治
体
制
の
発
展
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

　
　
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
ま
た
公
産
と
も
合
衆
と
も
い
い
、
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー

　
　
マ
の
歴
史
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
モ
ナ
ー
キ
ー
と
ア
リ

　
　
ス
ト
ク
ラ
シ
…
は
相
互
に
興
亡
を
く
り
か
え
し
て
い
る
。
当
時
の
政
治

　
　
制
度
は
今
臼
の
よ
う
に
完
備
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
実
は
こ
れ
は
後
世

　
　
の
民
主
政
治
の
起
源
で
あ
る
。
進
化
の
こ
と
は
胚
芽
に
始
衷
り
、
進
ん

　
　
で
成
体
に
至
る
。
西
洋
に
お
け
る
今
日
の
民
主
政
治
は
、
夏
・
商
の
頃

　
　
に
す
で
に
そ
の
民
主
の
胚
芽
が
発
生
し
て
、
そ
れ
を
出
発
点
と
し
て
成

　
　
長
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
君
主
政
治
の
み
を
行
な
っ
て
き
た
国
で
は

　
　
億
万
年
た
っ
て
も
三
主
政
治
か
ら
民
主
政
治
へ
と
移
行
す
る
こ
と
が
で

　
　
き
な
い
と
考
え
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
。
（
中
略
）
西
洋
に
は
民
主
の
胚

　
　
芽
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
ア
ジ
ア
に
は
そ
れ
が
な
い
と
い
う
の
は
、
正
し

　
　
く
な
い
。
日
本
は
二
千
年
に
わ
た
り
、
一
系
の
天
皇
が
国
を
治
め
て
、

　
　
そ
の
三
権
は
中
国
よ
り
重
か
っ
た
が
、
今
日
の
民
権
の
伸
張
は
英
・
独

　
　
に
お
と
ら
な
い
。

と
い
い
、
明
治
維
新
を
例
に
挙
げ
て
、
民
権
伸
張
の
必
然
性
を
力
説

し
て
い
る
。
そ
し
て
「
吾
知
不
及
百
年
、
将
挙
五
洲
而
珍
襲
民
之
従
」
、

百
年
を
経
な
い
で
、
世
界
の
五
大
州
は
す
べ
て
民
主
政
治
に
帰
す
る

と
私
は
信
じ
る
、
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
、
多
君
政
治
か
ら
民
主
政

治
に
至
る
に
は
、
そ
の
間
に
一
君
政
治
が
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
強
調
し
、
康
有
為
の
解
釈
に
よ
る
孔
子
の
三
世
説
を
支

持
し
て
い
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
康
有
為
の
維
新
変
法
の
最
高
理
想
は
太
平
の
世

1
1
大
同
世
界
で
あ
る
。
こ
の
説
の
成
立
は
戊
戌
変
法
以
前
、
す
な
わ

ち
一
八
八
五
年
で
あ
っ
た
。
康
有
為
の
『
康
南
海
三
編
年
譜
』
　
（
光

緒
一
一
年
、
乙
酉
の
条
）
に
は
「
手
定
大
同
之
制
、
名
書
人
類
公
理
」
、

大
同
の
制
を
定
め
て
、
こ
れ
を
人
類
公
理
と
い
う
、
と
い
う
こ
と
が

書
か
れ
て
い
る
。
大
同
と
三
世
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
三
三
超
は
、

「
康
有
為
は
『
春
秋
公
羊
伝
』
中
で
三
世
の
義
を
も
っ
て
『
礼
運
』

を
解
釈
し
て
い
る
。
小
康
は
升
平
の
世
に
当
り
、
大
同
は
太
平
の
世

　
　
　
　
　
⑫

に
当
る
と
い
う
」
と
示
し
て
い
る
。

　
十
九
世
紀
末
期
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
・
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
国

々
は
民
主
共
和
政
治
を
行
な
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
の

全
体
か
ら
み
る
と
、
大
同
の
世
一
太
平
の
世
に
は
ま
だ
ま
だ
達
し
て

い
な
い
の
み
な
ら
ず
、
小
康
の
世
さ
え
も
実
現
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
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こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
梁
啓
超
は
、

今
日
の
ア
メ
リ
カ
・
フ
ラ
ン
ス
は
太
平
の
世
で
あ
る
か
と
闇
う
な
ら
ば
、

否
で
あ
る
。
今
日
の
世
界
は
ア
メ
リ
カ
・
フ
ラ
ン
ス
な
ど
　
部
の
国
は
、

民
主
政
治
で
あ
る
が
、
中
国
・
ロ
シ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
・
日
本
な
ど
の
国

々
は
、
一
君
の
政
治
で
あ
る
。
全
体
的
に
い
え
ば
、
依
然
と
し
て
多
齎

の
世
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
々
に
お
い
て
、
種
族
間
で
の
争
い
、
土

地
、
物
産
、
商
工
業
、
財
産
の
私
有
化
、
ま
た
国
家
予
算
の
半
額
を
軍

備
に
あ
て
た
り
、
国
民
皆
兵
で
、
相
互
に
敵
視
し
た
り
、
殺
意
を
起
し

た
り
し
て
い
る
。

と
い
う
。
現
実
的
社
会
に
不
満
を
も
ち
、
理
想
的
社
会
は
ま
だ
ま
だ

遠
い
先
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
て
い
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
よ
み
と

れ
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
梁
啓
超
は
康
有
為
よ
り
現
実
主
義
的
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
考
え
は
、
十
九
世
紀
末
期
に
お
け
る
列
強
相
互
閥
の
争

い
に
反
発
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
十
九
世
紀
末
期
の
世
界
は
船
君
の
世
一
拠
乱
の
世
で
あ
り
、
生
存

競
争
が
は
げ
し
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
こ
の
優
勝
劣
敗
・
弱
肉
強
食

の
時
代
に
お
い
て
、
民
族
や
国
家
は
時
代
の
大
勢
に
適
応
で
き
な
け

れ
ば
自
存
す
る
こ
と
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
適
応
能

力
は
み
ず
か
ら
育
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
梁
啓
超
は
考
え

る
。

　
①
『
真
政
大
意
』
の
附
録
「
欺
」
に
見
え
る
。
（
前
掲
『
明
治
文
化
全
集
掘
第
二

　
　
巻
一
〇
八
頁
）
。

　
②
張
之
洞
著
『
勧
学
篇
』
第
七
「
循
序
」
に
見
え
る
（
『
撃
高
護
公
全
集
』
二
〇

　
　
二
巻
二
七
…
二
八
頁
）
。

　
③
厳
復
の
「
原
強
」
に
よ
る
。
『
侯
官
厳
氏
叢
刻
』
三
巻
お
よ
び
『
厳
侯
窟
文
集
』

　
　
（
光
緒
二
九
年
三
月
特
別
訳
書
局
発
行
）
三
五
－
六
三
頁
に
収
め
る
。

　
④
　
同
上
。

　
⑤
　
同
上
。

　
⑥
国
聞
報
は
日
刊
新
闘
で
、
そ
の
創
立
者
は
厳
復
で
あ
る
。
～
八
九
七
年
一
〇
月

　
　
二
六
日
（
光
緒
二
七
年
一
〇
月
一
日
）
に
天
津
で
創
刊
さ
れ
、
北
中
顯
の
代
表
的

　
　
な
新
聞
で
あ
っ
た
。
「
光
緒
二
十
三
年
之
夏
、
陰
虚
顕
者
議
創
『
国
聞
報
』
二
天

　
　
津
、
略
彷
英
国
『
太
疇
±
報
』
之
例
、
日
報
之
外
、
継
以
旬
報
、
五
月
而
後
事
成
」

　
　
（
父
公
振
碧
『
中
国
報
学
史
』
一
四
五
頁
に
よ
る
）
。
陶
紙
は
上
海
で
発
刊
さ
れ
た

　
　
『
時
務
報
』
と
と
も
に
当
時
中
国
の
維
新
変
法
派
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
⑦
三
二
の
「
訳
天
評
論
自
序
」
（
前
掲
厳
欝
欝
文
集
お
よ
び
中
国
科
学
院
哲
学
研

　
　
究
所
中
国
哲
学
史
組
編
『
中
国
哲
学
史
資
料
選
輯
』
近
代
之
部
上
三
九
七
－
四
〇

　
　
一
頁
に
見
え
る
）
に
よ
る
。
　
ま
た
、
　
天
演
論
の
出
版
に
つ
い
て
は
、
～
般
的
に

　
　
は
、
一
八
九
八
年
（
光
緒
二
四
）
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
王
拭
氏
の
考
証
（
『
厳
復

　
　
伝
』
三
四
頁
、
…
九
五
七
年
上
海
人
厩
出
版
社
）
に
よ
れ
ば
、
一
八
九
五
年
（
光

　
　
緒
一
コ
）
馬
主
の
卜
占
笛
書
幅
と
い
う
出
版
社
が
す
で
に
天
演
論
を
出
版
し
て
い

　
　
る
。
た
だ
し
、
同
版
本
の
中
に
は
厳
復
の
自
序
、
呉
汝
論
の
序
お
よ
び
訳
者
の
例

　
　
言
な
ど
が
つ
い
て
い
な
い
。

　
⑧
天
津
水
師
学
堂
は
海
軍
士
窟
学
校
で
あ
る
。
そ
の
創
立
に
つ
い
て
、
一
入
八
○

　
　
年
八
日
月
…
九
R
〔
（
光
緒
工
ハ
年
七
月
一
四
日
）
、
　
｛
狙
下
総
写
本
摩
鴻
翫
昂
は
　
「
応
就
皿
人
津
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機
器
局
度
地
建
設
水
師
学
堂
」
と
い
う
（
中
国
史
学
会
主
編
『
洋
務
運
動
』
口
四

　
六
コ
貝
）
。
ま
た
、
　
『
張
靖
達
公
奏
議
』
五
巻
一
一
頁
に
お
い
て
も
、
「
現
在
李
鴻

　
緊
緊
在
天
津
創
設
学
堂
、
習
駕
駿
、
水
雷
、
電
報
諸
学
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ

　
ば
、
一
八
八
○
年
に
天
灘
水
師
学
堂
を
は
じ
め
て
設
立
し
、
翌
年
の
夏
に
完
成
し

　
た
（
『
光
緒
政
要
』
七
巻
、
光
緒
七
年
七
月
「
天
津
設
立
水
師
学
堂
落
成
」
に
よ

　
る
）
。
　
厳
復
は
一
八
八
一
年
か
ら
一
九
〇
〇
年
に
か
け
て
ず
っ
と
同
学
堂
に
勤
め

　
て
い
た
の
で
あ
る
。

⑨
小
島
欝
欝
署
『
中
国
の
革
命
思
想
』
（
筑
鷹
栖
謎
八
九
）
一
五
頁
。

⑩
康
有
為
著
『
孔
子
改
制
考
』
（
　
九
二
〇
年
に
北
京
で
再
版
さ
れ
た
も
の
）
第

　
一
一
章
二
頁
。

⑪
梁
啓
超
著
『
清
代
学
術
概
論
』
（
台
湾
商
務
印
書
館
発
行
）
八
O
i
一
頁
。

⑫
　
小
野
川
秀
美
著
『
清
末
政
治
思
想
研
究
』
二
〇
二
頁
。

⑬
　
晴
筋
報
は
康
・
梁
の
維
新
変
革
運
動
に
最
も
重
要
な
役
罰
を
果
し
た
旬
刊
雑
誌

　
で
あ
る
。
創
立
者
は
注
康
年
・
拝
啓
超
で
、
そ
れ
を
支
持
し
た
の
は
黄
遵
憲
で
あ

　
る
。
一
八
九
六
年
八
月
九
日
（
光
緒
二
二
年
七
照
【
日
）
同
誌
は
上
海
で
創
刊
さ

　
れ
た
。
注
康
年
が
業
務
、
梁
啓
超
が
編
集
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た
。
同
誌
の
誕
生

　
以
来
、
｝
八
九
八
年
八
月
八
日
（
光
緒
二
四
年
穴
月
一
一
一
日
）
錆
六
九
号
を
『
昌

　
言
報
』
と
改
称
す
る
ま
で
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

⑭
時
務
報
策
二
号
、
ま
た
は
梁
啓
超
署
『
飲
氷
室
文
集
』
（
台
湾
中
華
書
局
発
行
）

　
一
巻
八
頁
に
見
え
る
。

⑯
　
時
務
報
第
三
号
、
ま
た
は
『
欽
氷
室
文
集
」
一
巻
…
○
頁
に
見
え
る
。

⑯
　
　
『
飲
氷
室
文
集
』
　
巻
…
四
頁
。

⑰
　
同
註
③
、
ま
た
は
恐
妻
空
編
『
中
國
近
代
思
想
史
参
考
資
料
簡
編
』
（
一
九
五

　
七
年
北
京
三
聯
書
店
）
四
四
四
頁
に
見
え
る
。

⑱
　
前
掲
『
明
治
文
化
全
集
』
第
一
四
巻
（
自
由
民
権
篇
続
）
＝
二
五
－
七
頁
。

⑳
岡
註
⑱
。

⑳
一
藪
沢
論
吉
著
『
学
問
の
す
す
め
』
の
門
初
編
」
岩
波
書
店
発
行
『
福
沢
諏
吉
全

　
集
』
第
三
巻
二
九
一
三
四
頁
に
見
え
る
。

⑳
　
後
漢
時
代
の
中
国
に
お
い
て
、
今
文
経
学
家
と
古
文
経
学
家
と
の
論
争
は
盛
ん

　
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。
今
文
経
学
家
は
す
べ
て
こ
れ
を
孔
子
に
求
め
る
の
に
対
し

　
て
、
古
文
経
学
家
は
こ
れ
を
周
公
に
、
求
め
る
。
ま
た
『
春
秋
』
の
解
釈
に
お
い
て
は
、

　
今
文
経
学
家
は
『
公
羊
伝
』
を
と
る
の
に
対
し
て
、
古
文
経
学
家
は
『
左
氏
伝
』

　
を
と
る
。
こ
れ
は
両
学
派
の
相
逮
点
で
あ
る
。
清
代
に
至
っ
て
、
『
春
秋
公
羊
伝
』

　
を
奉
じ
て
今
文
経
学
家
は
再
び
拾
頭
し
た
。
そ
の
代
表
的
な
人
物
は
康
有
為
で
あ

　
る
。
彼
は
春
秋
公
野
寄
の
　
コ
一
統
」
「
三
世
扁
の
説
を
と
り
あ
げ
て
政
治
問
題
を

　
論
じ
た
の
で
あ
る
。
（
小
島
祐
馬
著
『
中
國
思
想
史
』
、
侯
外
朦
主
編
『
中
国
思
想

　
通
史
』
な
ど
参
照
）
。

⑫
前
掲
『
清
代
学
術
概
論
』
八
二
頁
。

三
　
ス
ペ
ン
サ
ー
学
説
の
影
響

　
進
化
論
が
日
本
に
移
植
さ
れ
た
の
は
中
国
よ
り
早
か
っ
た
の
み
な

ら
ず
、
そ
の
影
響
も
中
国
よ
り
い
っ
そ
う
大
き
か
っ
た
。
近
代
思
想

の
啓
蒙
期
を
迎
え
た
日
中
両
国
に
と
っ
て
、
進
化
論
を
も
っ
て
人
間

社
会
の
自
由
競
争
に
よ
る
発
展
を
解
明
し
た
こ
と
は
維
新
変
革
運
動

に
き
わ
め
て
重
大
な
意
義
を
持
、
つ
も
の
で
あ
る
。

　
自
由
主
義
と
進
歩
主
義
と
は
十
八
世
紀
以
後
の
ヨ
…
ロ
ッ
パ
の
先

進
国
諸
国
に
行
な
わ
れ
た
産
業
革
命
に
し
た
が
っ
て
生
ま
れ
た
も
の

で
、
そ
の
理
念
は
進
化
論
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
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八
杉
竜
一
氏
が
い
う
よ
う
に
、
進
化
論
の
確
立
は
、
実
は
一
八
五

九
年
　
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
『
種
の
起
原
』
に
負
う

と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
そ
の
後
に
お
け
る
進
化
論
の
影
響
は
、
　
「
ダ

ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
に
よ
る
も
の
ば
か
り
と
は
か
ぎ
ら
な
か
っ
た
。

具
体
的
に
い
え
ば
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
影
響
は
分
野
に
よ
り
場
合
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

り
ダ
ー
ウ
ィ
ン
を
し
の
ぐ
」
も
の
で
あ
っ
た
、
と
示
さ
れ
て
い
る
。

ス
ペ
ン
サ
ー
の
生
物
進
化
論
は
一
八
五
二
年
に
著
わ
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
種
の
起
原
よ
り
七
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
種

の
起
原
の
第
五
版
で
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
「
最
適
者
生
存
」
（
ω
霞
！
才
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

9
夢
・
津
言
ω
け
）
と
い
う
一
語
を
採
用
し
て
い
る
。
　
い
わ
ば
ス
ペ
ン

サ
ー
の
進
化
論
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
に
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

　
明
治
前
期
に
邦
訳
さ
れ
た
西
洋
の
書
物
を
調
べ
て
み
る
と
、
最
も

多
く
の
量
を
占
め
て
い
る
の
は
ス
ペ
ン
サ
ー
の
書
物
で
あ
る
。
当
時

日
本
の
知
識
人
が
い
か
に
ス
ペ
ン
サ
ー
に
愛
着
を
示
し
て
い
た
か
は
、

下
掲
の
邦
訳
の
諸
書
よ
に
っ
て
も
わ
か
る
。

　
一
八
七
七
年
（
明
治
一
〇
）
に
尾
崎
行
雄
が
抄
訳
し
た
ス
ペ
ン
サ
ー

の
ω
0
9
巴
ω
＄
怠
8
の
第
一
版
－
同
権
本
論
、
男
女
同
権
論
、
父

子
同
権
論
の
三
章
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
『
権
理
提
綱
』
と
題
す
る
書

物
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
一
翌
年
に
は
鈴
木
義
宗
が
邦

訳
し
た
ス
ペ
ン
サ
ー
の
『
代
議
政
体
論
』
、
翌
々
年
に
は
『
干
渉
論
』

が
縮
次
い
で
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
井
上
勤
訳
『
女
権
百
工
』
・

松
島
圃
訳
『
社
会
平
権
論
』
（
一
八
八
一
年
）
、
山
口
松
五
郎
訳
『
社
会

組
織
論
』
・
乗
竹
孝
太
郎
訳
『
社
会
学
之
原
理
』
（
一
入
八
二
年
）
、
大

石
正
已
訳
『
政
体
原
論
』
お
よ
び
『
社
会
学
』
・
山
口
松
五
郎
訳
『
道

徳
之
原
理
』
お
よ
び
『
社
会
組
織
論
』
（
一
八
八
三
年
）
、
松
本
清
寿
・

西
村
玄
道
訳
『
万
物
進
化
要
論
』
・
山
口
松
五
郎
訳
『
哲
学
原
理
』
・

浜
野
、
渡
辺
訳
『
政
治
哲
学
』
（
一
八
八
四
年
）
、
小
田
貴
雄
訳
『
斯
辺

鎖
女
川
教
｛
荷
込
醐
義
』
（
一
八
八
五
年
）
、
田
干
橋
軸
達
郎
…
訳
『
古
不
溜
教
進
化
弧
酬
』
・
有

賀
長
雄
訳
『
標
註
斯
氏
教
育
論
』
（
一
八
八
穴
年
）
な
ど
数
え
き
れ
な
い

ほ
ど
の
論
著
が
次
か
ら
次
へ
と
邦
訳
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
一
八
八
四
、
五
年
頃
に
、
日
本
に
お
け
る
自
由
民
権
運
動
の
気
運

は
最
高
潮
に
達
し
た
。
そ
の
時
、
す
で
に
ス
ペ
ソ
サ
…
の
学
説
が
、

自
由
民
権
派
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
深
く
根
を
お
ろ
し
て
い
た
こ
と
憶

違
い
な
い
。

　
も
ち
ろ
ん
、
日
本
自
由
民
権
思
想
は
一
八
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

先
進
諸
国
、
こ
と
に
英
、
仏
の
民
主
思
想
を
広
く
吸
収
し
、
雑
然
と

構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ヨ
；
ロ
ッ
パ
か
ら
の
「
移
入
思
想
も
夫

々
内
容
に
適
応
せ
る
政
治
的
役
割
を
」
演
じ
た
。
明
治
十
年
代
に
お
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い
て
、
政
治
、
社
会
、
哲
学
の
領
域
で
支
配
的
な
勢
力
と
な
つ
、
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

は
、
ミ
ル
、
ス
ペ
ン
サ
ー
、
ル
ソ
ー
三
者
の
思
想
で
あ
る
。
そ
の
中

で
、
進
化
論
に
も
と
づ
い
て
実
際
祉
会
の
現
象
を
検
討
、
ま
た
立
証

し
た
も
の
は
ス
ペ
ン
サ
ー
の
学
説
し
か
な
い
。

　
ス
ペ
ン
サ
ー
は
単
に
生
物
学
的
進
化
論
を
演
繹
的
に
社
会
に
適
用

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
帰
納
的
方
法
を
用
い
て
社
会
の
例
証
を
追
求

し
た
。
こ
の
よ
う
な
彼
の
「
自
然
科
学
的
な
論
法
と
豊
富
な
実
証
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

な
知
識
と
が
当
時
の
日
本
の
知
識
層
を
」
強
く
ひ
き
つ
け
た
。
日
本

宮
由
民
権
運
動
に
と
っ
て
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
影
響
は
各
派
に
広
く
及

ん
で
い
る
。
官
僚
的
国
家
万
能
主
義
者
や
ミ
ル
の
功
利
主
義
者
は
も

ち
ろ
ん
、
ル
ソ
ー
の
自
由
平
等
主
義
者
も
彼
の
思
想
を
と
り
入
れ
て

自
説
を
拡
充
し
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
、
板
垣
退
助
・
植
木
枝
盛
ら

が
そ
れ
で
あ
る
。
一
八
八
三
年
に
出
版
さ
れ
た
『
通
俗
無
上
政
法
論
』

の
中
で
、
無
上
政
法
と
い
う
主
張
が
提
起
さ
れ
た
。
無
上
政
法
と
は

世
界
連
邦
憲
法
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
板
垣
の
発
論
、
植
木
の
筆
記

に
よ
っ
て
購
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
無
上
政
法

論
は
決
し
て
空
想
的
な
も
の
で
は
な
く
、
学
問
社
会
の
無
限
の
進
歩

に
し
た
が
っ
て
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
天
地
聞
の
万
物
は
恒
に
変
遷
す
る
も
の
に
し
て
人
間
社
会
の
形
勢
も
亦

　
　
常
に
転
化
せ
ず
と
云
ふ
事
な
け
れ
ば
、
彼
の
万
国
共
議
の
事
、
世
界
連

　
　
帯
の
事
の
如
き
其
の
今
臼
の
勢
に
於
て
行
は
れ
難
き
事
あ
り
と
云
ふ
は
、

　
　
却
っ
て
、
今
少
し
く
進
歩
し
て
論
ず
れ
ば
、
能
く
行
は
る
」
と
云
ふ
の

　
　
意
を
含
め
り
と
云
ふ
も
敢
て
不
可
な
る
事
な
か
る
べ
き
な
り
。
是
に
於

　
　
て
乎
、
万
国
共
議
政
府
を
設
け
宇
内
無
上
憲
法
を
立
つ
る
事
は
、
一
概

　
　
に
捕
へ
来
り
て
之
を
実
施
に
行
ひ
難
き
事
な
り
と
は
云
ふ
べ
か
ら
ざ
る

　
　
な
り
。
今
日
に
於
て
は
天
下
の
大
凡
の
邦
国
の
性
格
半
は
猶
ほ
昔
日
の

　
　
封
建
時
代
の
境
遇
に
よ
り
て
造
ら
れ
た
る
も
の
な
る
に
縁
り
て
、
其
の

　
　
性
格
或
は
少
し
く
或
は
多
く
無
上
政
法
を
行
ふ
に
適
応
せ
ざ
る
事
あ
る

　
　
べ
し
と
錐
も
、
然
も
其
の
性
格
な
る
も
の
は
境
遇
に
よ
り
て
変
化
す
る

　
　
も
の
な
る
が
故
に
、
今
よ
り
更
に
星
霜
を
過
す
の
間
に
は
彼
の
昔
日
の

　
　
嘱
境
遇
に
よ
り
て
造
ら
れ
た
る
性
格
は
次
第
に
稀
薄
と
な
り
乃
ち
其
の

　
　
新
境
遇
に
よ
り
て
其
性
格
を
見
は
し
農
し
来
る
べ
く
、
既
に
今
目
の
如

　
　
き
は
往
来
交
通
の
開
く
る
事
も
多
く
し
て
復
た
曝
昔
の
比
に
あ
ら
ず
、

　
　
大
に
其
の
交
際
を
増
し
大
に
其
の
消
長
を
借
に
し
肱
陥
の
貫
通
す
る
事

　
　
甚
だ
厚
き
が
故
に
、
天
下
の
邦
国
も
亦
必
ず
此
の
境
遇
の
為
め
に
多
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
其
の
性
格
を
変
新
し
来
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
べ
し
。

　
こ
れ
は
ス
ペ
ン
サ
ー
の
「
化
醇
説
」
、
す
な
わ
ち
万
物
進
化
論
に

よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
は
、
　
「
天
地
問
万
物
殊
に
有
生
物

は
時
々
変
遷
し
て
芳
醇
の
作
用
に
よ
ら
ざ
る
も
の
な
き
所
以
の
原
理
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を
説
き
明
し
吾
人
々
類
の
今
日
に
保
有
す
る
性
格
、
即
ち
習
慣
、
気
、

象
、
嗜
好
、
風
俗
、
宗
教
等
の
如
き
も
の
は
皆
な
多
く
在
来
の
社
会

の
境
遇
に
よ
り
造
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
其
の
現
時
の
境
遇
に
適
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

せ
る
も
の
」
如
き
は
未
だ
真
に
然
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
い
う
。

故
に
、
社
会
の
変
遷
と
と
も
に
人
間
の
姓
格
も
ま
た
進
化
作
用
に
よ

っ
て
転
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
無
上
政
法
は
現
時
点
に
お
い
て

は
適
応
で
き
な
く
て
も
、
未
来
の
世
界
に
は
実
現
さ
れ
る
は
ず
で
あ

る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
ス
ペ
ン
サ
ー
に
あ
こ
が
れ
た
板
垣
は
、
　
八
八
三
年
イ
ギ
リ
ス
を

視
察
し
、
ロ
ン
ド
ン
に
着
い
て
ま
も
な
く
、
ス
ペ
ン
サ
ー
を
お
と
ず

れ
た
。
そ
の
時
、
ち
ょ
う
ど
ス
ペ
ン
サ
ー
は
病
気
に
か
か
り
、
コ

切
政
治
学
術
二
関
ス
ル
談
論
ヲ
為
ス
事
ヲ
得
ズ
、
其
ノ
卸
町
楓
ヲ
敲
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

奥
窒
ヲ
窺
ハ
ン
ト
欲
シ
テ
果
サ
ザ
ル
也
臨
と
の
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
ペ
ン
サ
ー
は
自
著
の
．
、
男
9
σ
Q
δ
能
力
①
↑

層
。
ω
鷲
9
螢
⇔
鳥
℃
H
o
。
・
唱
①
o
叶
、
、
を
板
垣
に
贈
っ
た
。
　
「
十
五
近
日
ノ
所
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

幸
二
貴
国
ノ
文
字
二
曲
セ
ラ
レ
ナ
バ
則
吾
ノ
栄
タ
ル
也
大
　
」
と
い

う
。
板
垣
は
こ
の
本
の
邦
訳
を
高
橋
達
郎
に
依
頼
し
た
。
こ
れ
が
す

な
わ
ち
一
八
八
六
年
に
出
版
さ
れ
た
『
宗
教
進
化
論
』
で
あ
る
。
ま

た
、
ス
ペ
ン
サ
ー
に
会
見
後
の
板
垣
の
心
境
に
つ
い
て
、
三
宅
雲
嶺

氏
は
、
　
「
劇
壇
は
出
発
の
当
初
よ
り
英
国
の
ス
ペ
ン
サ
ー
に
憧
憬
せ

し
が
、
面
会
し
て
予
想
の
如
く
な
ら
ず
、
さ
ぞ
か
し
論
理
的
に
説
明

す
べ
し
と
想
へ
る
に
反
し
、
社
会
の
実
情
に
重
き
を
置
き
、
寧
ろ
着

実
に
過
ぐ
る
に
驚
く
。
後
藤
は
洋
行
し
て
可
も
な
く
、
不
可
も
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

板
垣
は
洋
行
し
て
鈍
き
自
由
主
義
の
鋒
鍵
を
愈
々
鈍
く
す
」
と
指
摘

し
て
い
る
。

　
要
す
る
に
、
自
由
民
権
左
派
が
ス
ペ
ソ
サ
…
に
深
い
影
響
を
受
け

た
こ
と
は
、
上
述
の
無
上
政
法
論
お
よ
び
板
垣
と
ス
ペ
ン
サ
ー
と
の

会
見
な
ど
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
国
に
お

い
て
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

　
前
節
で
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
二
軸
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
、
ハ
ッ
ク

ス
リ
、
ス
ペ
ン
サ
ー
ら
の
学
説
を
中
国
に
紹
介
し
た
が
、
そ
の
中
で
、

彼
が
最
も
ひ
き
つ
け
ら
れ
た
の
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
学
説
で
あ
る
。

彼
は
ス
ペ
ン
サ
ー
（
斯
賓
塞
爾
）
の
『
漿
学
謡
言
』
（
日
プ
①
ω
言
身
。
H

ω
o
。
互
○
σ
q
賓
）
を
漢
訳
し
、
　
一
九
〇
三
年
に
上
海
文
明
編
訳
書
局
よ
り

出
版
し
た
。
戊
戌
変
法
以
前
、
す
な
わ
ち
一
八
九
六
年
（
光
緒
丙
申
）

の
、
彼
の
漢
訳
『
天
演
論
』
の
序
文
中
で
も
、
ス
ペ
ン
サ
ー
に
対
し

て
、
　
「
今
回
演
自
然
言
化
、
著
書
造
論
、
貫
天
地
人
而
一
理
之
、
此
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⑩

亦
晩
近
之
絶
作
革
」
と
い
う
。
ワ
ま
リ
ス
ペ
ン
サ
ー
の
著
書
が
「
晩

近
の
絶
作
で
あ
る
」
と
い
う
表
現
は
、
彼
が
ス
ペ
ン
サ
ー
を
尊
敬
し

て
い
た
こ
と
を
示
す
一
例
で
あ
る
。
ま
た
、
中
国
と
西
洋
と
の
文
化

の
差
異
問
題
を
め
ぐ
っ
て
書
か
れ
た
彼
の
有
名
な
論
文
「
論
世
変
之

亟
」
の
中
に
は
、
　
「
嘗
謂
中
西
事
理
、
鼻
茸
不
同
而
断
乎
不
合
者
、

莫
大
干
中
人
之
好
古
而
忽
今
、
西
之
人
力
今
以
勝
古
、
中
之
人
以
一

治
一
乱
一
盛
一
面
為
事
行
人
事
之
自
然
、
西
之
人
以
日
進
無
懸
、
既

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

盛
不
可
知
事
、
既
治
不
可
復
乱
、
為
学
術
治
化
之
極
則
」
と
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
中
国
と
西
洋
と
の
理
念
の
著
し
い
差
異
は
、
中
国
人
が

古
代
を
尊
重
し
、
現
実
的
社
会
を
無
視
す
る
の
に
対
し
て
西
洋
人
は

現
世
を
重
視
し
、
古
代
に
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
征
服
し
で
い
る

と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
う
。
中
国
人
が
、
歴
史
に
お
け
る
「
治
」
「
乱
」

「
盛
」
　
「
衰
」
と
い
う
交
替
は
自
然
循
環
の
法
則
で
あ
る
こ
と
を
認

め
る
の
に
対
し
て
、
藤
洋
人
の
永
遠
前
進
の
意
識
を
も
っ
て
、
国
を

す
で
に
強
め
た
な
ら
ば
、
再
び
弱
く
は
な
ら
ず
、
世
を
す
で
に
治
め

た
な
ら
ば
、
再
び
乱
は
起
ら
ず
と
い
う
考
え
方
は
、
彼
ら
の
学
術
思

想
・
政
治
教
化
の
法
則
で
あ
る
と
い
う
。

　
こ
の
論
文
の
主
要
な
目
的
は
、
中
国
知
識
人
の
懐
古
的
観
念
を
批

判
す
る
と
同
時
に
、
西
洋
人
の
現
世
的
観
念
を
絶
讃
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
。
進
歩
性
を
有
す
る
西
洋
人
は
現
実
的
社
会
を
縛
る
す
べ
て
の

も
の
を
解
放
す
る
た
め
に
、
自
由
を
要
求
す
る
。
し
か
も
、
そ
の
自

由
は
差
別
さ
れ
た
自
由
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
個
々
の
自
由
の
大

小
の
幅
が
違
う
と
、
そ
の
自
由
は
真
の
自
由
と
は
い
え
な
い
。
真
の

自
由
は
す
べ
て
平
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
国
人
は
保
守
的
意

識
が
強
く
、
古
代
か
ら
残
さ
れ
た
す
べ
て
の
も
の
を
尊
び
、
自
由
の

必
要
を
感
ぜ
ず
、
階
級
の
存
在
は
絶
対
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
こ
れ
に
翻
し
て
、
西
洋
人
は
自
由
平
等
を
求
め
る
た
め
に
、
民

権
伸
張
を
唱
え
る
。
中
国
人
は
自
由
平
等
意
識
に
目
ざ
め
ず
、
民
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
求
め
る
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
ス
ペ
ン
サ
ー
学
説
に
も
と
づ
い
て
書
か
れ
た
も
の
に
疑
い

な
い
。
こ
の
論
文
は
一
八
九
五
年
に
発
表
さ
れ
た
。
康
有
為
の
『
孔

子
改
皇
考
』
の
出
版
よ
リ
ニ
年
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
孔
子
走
向
考
の
中
に
挙
げ
ら
れ
た
三
世
・
三
一
の
説
を
、
こ
の
論

文
に
比
べ
て
み
る
と
、
そ
の
進
化
的
観
念
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
康
有
為
は
厳
復
の
『
天
卓
論
』
が
刊
行
さ
れ
る
前
に
、
す

で
に
厳
復
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
ス
ペ
ン
サ
ー
の
進
化
論
を
自
説
の

中
に
と
り
入
れ
て
い
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

　
康
有
為
ば
か
り
で
な
く
、
前
掲
の
梁
啓
超
の
論
文
も
、
厳
復
の
説
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に
影
響
さ
れ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
梁
が
「
論
君

政
民
政
相
壇
之
理
」
を
時
務
報
に
掲
載
し
た
前
年
、
す
な
わ
ち
一
八

九
六
年
に
「
与
厳
密
陵
先
生
書
」
（
厳
復
先
生
あ
て
の
書
信
）
の
中
で
、
す

で
に
こ
の
論
文
の
要
旨
を
厳
復
に
示
し
、
厳
の
意
見
を
き
い
て
い
る
。

ま
た
、
梁
が
酒
蔵
を
深
く
尊
敬
し
て
い
た
こ
と
は
、
　
「
舎
父
師
之
外
、

無
如
厳
先
生
」
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
。
当
時
、
梁
は

進
化
論
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
厳
復
の
心
酔
し
て
い

た
ス
ペ
ン
サ
ー
説
に
い
っ
そ
う
傾
倒
し
て
い
る
。
　
「
頃
得
穂
卿
書
、

言
先
生
謂
斯
賓
塞
爾
之
学
、
視
乱
書
尤
有
進
、
下
之
益
垂
誕
不
能
自

　
　
　
　
⑬

制
」
と
あ
る
。
要
す
る
に
、
康
・
梁
変
法
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
お
い

て
、
厳
復
の
思
想
は
き
わ
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
い
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
て
、
上
述
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
中
両
国
の
初
期
民
権
思
想
は

い
ず
れ
も
ス
ペ
ン
サ
ー
の
進
化
論
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ス

ペ
ン
サ
ー
を
敬
服
す
る
外
山
正
一
・
青
旗
を
は
じ
め
と
す
る
日
中
両

国
の
思
想
家
た
ち
の
民
権
理
念
は
、
左
右
両
極
端
に
か
た
よ
ら
ず
、

「
中
庸
」
の
道
を
た
ど
る
も
の
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
封
建
的

独
裁
政
体
に
反
対
す
る
と
同
時
に
、
暴
力
的
革
命
を
も
賛
成
し
な
い
、

一
種
の
官
民
協
調
論
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
日
中
両
国
の
初

期
民
権
思
想
の
一
つ
の
共
通
点
で
あ
る
。
ま
た
、
ス
ペ
ン
サ
1
の
学

説
と
ほ
ぼ
同
時
に
日
本
の
民
権
思
想
に
浸
透
し
た
の
は
ル
ソ
ー
の
学

説
で
あ
る
。
ル
ソ
1
の
天
賦
人
権
説
は
日
本
自
由
民
権
左
派
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
と
な
り
、
そ
の
理
念
は
共
和
体
制
設
立
の
要
求
と
な
っ
て

あ
ら
わ
れ
た
。
こ
れ
は
戊
戌
変
法
期
に
お
け
る
康
有
為
・
梁
啓
超
ら

の
維
新
変
革
思
想
の
中
に
は
芽
ば
え
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
進
化
論
を
め
ぐ
っ
て
ま
き
お
こ
っ
た
日

本
自
由
民
権
の
左
右
両
派
の
論
争
は
い
ず
れ
も
天
賦
人
権
説
に
重
点

を
お
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
加
藤
弘
之
は
進
化
論
を
も
っ
て
天
賦
人

権
説
を
打
倒
し
よ
う
と
す
る
の
に
対
し
て
、
矢
野
文
雄
を
は
じ
め
と

す
る
馬
場
辰
猪
・
植
木
枝
盛
・
外
山
正
一
ら
は
、
あ
く
ま
で
も
進
化

論
を
も
っ
て
加
藤
に
批
判
を
加
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
天
賦
人

権
説
と
進
化
論
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
、
当
時
日
本
自
由

民
権
思
想
界
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。

　
天
賦
人
権
説
の
理
念
に
も
と
つ
く
自
由
民
権
左
派
は
、
政
治
上
に

お
い
て
共
和
制
を
要
求
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
康
有
為
・
梁
啓
超
ら
の

太
平
の
世
と
い
う
説
と
趣
き
を
異
に
し
て
い
る
。
康
・
梁
ら
の
い
わ

ゆ
る
太
平
の
世
は
民
主
共
和
制
を
意
味
す
る
が
、
こ
れ
は
や
は
り
春

秋
公
羊
伝
の
中
に
そ
の
思
想
を
見
い
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
ル
ソ
ー
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の
民
約
論
に
も
と
つ
く
罠
主
共
和
調
と
は
全
く
異
質
な
も
の
で
あ
る
。

ル
ソ
ー
を
尊
重
す
る
自
由
党
左
派
の
代
表
人
物
、
植
木
枝
盛
は
「
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

民
自
由
の
権
を
得
ざ
る
べ
か
ち
ざ
る
」
　
「
国
家
民
権
自
由
を
張
ら
ざ

る
べ
か
ら
ざ
る
」
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
の
民
権
伸
張
の
具
体

的
表
現
と
し
て
は
】
院
制
の
設
立
で
あ
る
。
彼
の
『
～
局
議
院
論
』

バ
明
治
一
七
年
三
月
出
版
）
の
中
の
、
　
「
防
人
専
制
ノ
政
体
ハ
頗
ル
少
数
ノ

意
見
ヲ
以
テ
衆
多
ノ
意
見
ヲ
圧
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
固
ヨ
リ
吾
人
国

ヲ
建
ッ
ル
ノ
大
標
的
二
遠
カ
レ
バ
コ
ソ
、
因
テ
公
議
政
治
ヲ
選
ブ
所

以
ナ
レ
。
凡
ソ
公
議
政
治
ヲ
行
フ
柄
ラ
ニ
ハ
、
必
ズ
や
傍
ホ
少
数
ヲ

以
テ
衆
多
ヲ
制
ス
ル
ノ
　
ア
ル
ヲ
容
ル
サ
ザ
ル
ナ
リ
。
誠
二
立
憲
定

律
ノ
代
議
政
体
ヲ
取
ル
ニ
及
ン
デ
而
シ
テ
傍
ホ
モ
少
数
ヲ
以
テ
衆
多

ヲ
圧
ス
ル
事
ア
ル
ヲ
容
ル
セ
バ
、
従
頭
前
後
ナ
キ
モ
ノ
ト
謂
ハ
ザ
ル

　
　
　
⑮

可
カ
ラ
ズ
」
と
い
う
主
張
の
根
底
に
は
、
人
民
主
権
論
の
存
在
が
は

っ
き
り
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
植
木
の
民
主
共
謀
思
想
は
こ
の
人
民
主

権
論
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
民
約
運
上
に

立
っ
て
い
た
彼
は
単
に
国
会
開
設
を
の
み
要
求
し
た
の
で
は
な
く
、

国
家
形
態
の
確
立
を
第
二
の
目
標
と
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
梁
・
康
ら
は
進
化
論
に
よ
っ
て
歴
史
の
発
展
を

認
め
な
が
ら
、
現
状
の
君
権
で
憲
法
を
飼
卜
し
、
国
会
を
開
設
す
る

こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
そ
れ
で
彼
ら
の
政
治
要
求
が
一
応
完
成
さ

れ
る
と
し
て
、
現
状
の
君
権
を
打
倒
し
、
民
権
一
本
ヤ
リ
を
推
し
進

め
る
こ
と
は
全
く
考
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
戊
戌
変
法
失
敗
後
、

日
本
に
亡
命
し
た
善
心
超
は
、
一
九
〇
一
年
に
「
血
忌
学
案
」
（
智
窪

富
β
器
m
溺
。
葛
。
。
①
雪
）
と
題
す
る
論
文
を
、
横
浜
で
発
刊
さ
れ
た
雑

誌
『
発
議
報
』
に
掲
載
し
、
ル
ソ
ー
の
天
賦
人
権
説
に
深
い
賛
意
を

　
　
　
　
⑯

表
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
戊
戌
変
法
以
後
に
提
起
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
戊
戌
変
法
の
時
ま
で
、
康
・
梁
ら
は
専
ら

進
化
論
を
も
っ
て
春
秋
公
羊
説
を
解
釈
し
て
お
り
、
ル
ソ
ー
の
天
賦

人
権
説
と
全
く
無
縁
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
進
化
論
を
も
っ
て
天
賦
人

権
説
を
是
正
す
る
日
本
自
由
民
権
派
と
大
い
に
異
っ
て
い
る
と
い
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。

①
　
八
杉
竜
一
署
『
進
化
論
の
歴
史
』
（
岩
波
新
書
）
　
【
六
〇
頁
。

②
同
上
二
死
頁
。

③
鳥
井
博
郎
著
『
明
治
思
想
史
』
（
河
出
書
房
）
二
八
i
九
頁
。

④
前
掲
『
明
治
文
化
史
全
集
』
学
術
編
五
七
七
頁
。

⑤
板
壌
退
助
立
案
・
植
木
三
盛
記
述
・
和
田
稲
積
編
輯
『
通
俗
無
上
政
法
論
』
に

　
よ
る
。
（
前
掲
開
治
文
化
全
集
第
三
巻
政
治
篇
二
三
〇
一
＝
貝
に
見
え
る
）
。
ま
た
、

　
尾
崎
行
雄
訳
ス
ペ
ン
サ
ー
の
『
権
理
提
綱
』
が
当
蒔
多
く
の
日
本
人
に
読
ま
れ
て

　
自
由
厩
権
運
動
に
対
し
て
少
か
ら
ぬ
貢
献
を
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
た
と
え

　
ば
、
植
木
の
明
治
　
｝
年
の
購
求
閲
読
書
目
中
に
権
理
提
綱
上
巻
、
同
一
二
年
の
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購
求
閲
読
霞
目
中
に
同
下
巻
が
あ
げ
ら
れ
る
。
　
（
『
尾
崎
聖
堂
全
集
』
第
一
巻
六

　
六
百
ハ
に
よ
る
）
。

⑥
同
上
（
工
三
一
　
頁
）
。

⑦
英
国
斯
辺
撒
先
生
著
・
高
橋
達
郎
訳
『
宗
教
進
化
論
陳
（
土
州
板
填
氏
蔵
梓
）

　
序
「
に
よ
る
。

⑧
同
上
序
三
に
よ
る
。

⑨
三
宅
雪
嶺
署
『
同
時
代
史
』
第
二
巻
【
九
六
頁
。
ま
た
家
永
三
郎
氏
は
諸
外
来

　
の
学
説
の
中
で
、
植
木
の
思
想
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
は
、
お
そ

　
ら
く
ス
ペ
ソ
サ
…
の
思
想
で
あ
ろ
う
と
指
摘
し
て
い
る
。
ハ
家
永
三
郎
著
『
植
木

　
枝
盛
研
究
』
三
五
コ
貝
に
見
え
る
）
。

⑩
前
掲
厳
復
の
訳
天
演
論
自
序
に
よ
る
。

⑪
　
前
掲
厳
侯
官
文
集
お
よ
び
中
国
近
代
思
想
史
参
考
資
料
二
二
四
七
三
頁
に
見
え

　
る
。

⑫
　

荒
川
振
甫
…
編
…
『
厳
復
田
築
三
述
御
評
』
（
台
湾
中
華
警
局
）
　
二
五
一
山
ハ
昭
崩
轟
伊
照
酬
。

⑬
　
梁
鶴
掛
紹
一
著
『
飲
氷
一
日
文
集
』
　
…
巻
一
〇
六
－
一
一
一
百
ハ
。

⑭
植
太
枝
盛
著
『
民
権
自
由
論
』
に
よ
る
。
（
前
掲
『
明
治
文
化
全
集
』
第
二
巻

　
自
由
民
権
篇
一
入
四
－
九
〇
頁
に
見
え
る
）
。

⑮
植
木
枝
碧
海
コ
局
議
院
論
』
に
よ
る
。
（
前
掲
『
明
治
文
化
全
集
』
第
三
巻

　
政
治
篇
三
〇
六
－
七
頁
に
見
え
る
）
。
⑯

⑮
　
　
「
虚
竣
工
案
」
『
清
議
報
』
第
九
八
冊
（
政
治
学
案
第
九
）
一
－
三
頁
、
同
九

　
九
冊
（
同
ま
）
一
－
四
頁
、
同
一
〇
〇
愉
（
同
上
）
一
一
四
頁
に
見
え
る
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
近
代
思
想
啓
蒙
期
に
お
い
て
、
進
化
論
の
影
響
を
受
け
た
臼
中
両

国
の
維
新
変
革
の
類
似
点
を
と
り
あ
げ
て
み
る
と
、
以
下
の
二
点
に

要
約
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

　
一
、
両
者
は
と
も
に
ス
ペ
ン
サ
ー
の
学
説
を
尊
重
し
、
こ
の
ス
ペ

　
　
ン
サ
ー
の
説
に
よ
っ
て
急
進
的
革
命
を
排
斥
し
て
、
漸
進
的
改

　
　
革
を
推
し
進
め
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
二
、
両
者
は
と
も
に
優
勝
劣
敗
・
生
存
競
争
と
い
う
法
則
に
よ
っ

　
　
て
富
国
強
兵
を
講
じ
て
、
列
強
か
ら
の
圧
迫
に
紺
抗
し
よ
う
と

　
　
し
た
。
こ
の
対
抗
意
識
の
下
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
発
生
は

　
　
き
わ
め
て
自
然
の
こ
と
で
あ
る
。
も
と
も
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

　
　
の
発
生
は
必
ず
し
も
進
化
論
と
結
び
つ
い
て
い
な
い
が
、
進
化

　
　
論
の
導
入
に
よ
っ
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
成
長
を
促
進
し
た
こ

　
　
と
は
否
定
で
き
な
い
。
明
治
十
年
越
に
至
り
、
藍
本
自
由
民
権

　
　
運
動
の
澱
中
に
、
す
で
に
国
権
の
要
素
は
存
在
し
て
い
る
。
こ

　
　
れ
が
進
化
論
の
普
及
に
し
た
が
っ
て
、
つ
い
に
国
権
主
義
1
ー
ナ

　
　
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
国

　
　
に
進
化
論
が
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
あ
た
か
も
日
清
戦
争
の
頃
で

　
　
あ
る
。
戦
争
に
敗
れ
た
中
国
に
と
っ
て
民
族
危
機
を
救
う
唯
一

　
　
の
方
法
は
、
　
「
力
」
「
智
」
「
徳
」
の
三
者
の
振
興
で
あ
る
。

　
　
こ
れ
は
「
生
存
競
争
」
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
、

　
　
と
二
曹
お
よ
び
康
有
為
・
梁
啓
超
ら
は
強
調
し
て
い
る
。
実
は
、
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こ
の
生
存
競
争
の
理
念
は
中
国
の
民
族
・
国
家
意
識
の
発
生
と

　
　
不
可
分
な
関
係
を
持
ち
、
後
に
中
國
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形

　
　
成
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日

　
　
中
両
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
発
生
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
い

　
　
ず
れ
も
進
化
論
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
相
違
点
に
お
い
て
は
、
　
一
、
日
本
の
知
識
人
が
西

洋
人
の
近
代
的
思
考
方
法
で
進
化
論
を
用
い
て
社
会
の
発
展
を
説
明

す
る
の
に
対
し
て
、
中
国
の
知
識
人
は
、
進
化
論
に
よ
っ
て
中
国
の

伝
統
的
経
典
を
解
釈
し
、
そ
の
経
典
の
中
か
ら
、
社
会
変
革
の
理
論

的
根
拠
を
掘
出
し
て
い
く
。
二
、
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
儒
教
思
想

に
支
配
さ
れ
た
中
国
知
識
人
の
意
識
は
、
経
典
以
外
の
学
問
を
認
め

な
い
の
に
対
し
て
、
日
本
の
知
識
人
は
現
状
に
対
処
で
き
る
、
す
べ

て
の
実
学
を
、
東
西
を
問
わ
ず
、
全
面
的
に
吸
収
す
る
こ
と
で
あ
る
。

三
、
日
本
知
識
人
の
多
く
は
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
演
繹
・
帰
納
的
方
法

を
併
用
し
て
現
実
問
題
を
把
握
す
る
の
に
対
し
て
、
中
国
知
識
人
の

多
く
は
、
演
繹
的
方
法
に
か
た
よ
り
現
実
問
題
を
回
避
し
て
理
想
主

義
を
追
求
す
る
傾
向
が
強
い
、
と
の
数
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
　
　
　
　
（
大
路
外
u
園
川
載
順
大
嵩
酒
客
員
数
授
・
山

日中両国の初期民権思想と進化論（彰）
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The　Theory　of　Evolution　in　the　Political　Thought　of

　　　　　　Japan　and　China　in　the　Early　Meiji　Era

by

Peng　Tse－chou

　　In　this　article　1　have　tried　to　analyze　modern　political　thought　in

Japan　and　China，　particurarly　how　the　theory　of　evolution　tool〈　its　place

in　the　histories　of　the　two　countries．

　　Here，　1　rnust　point　out　that　by　evolution　1　inean　sociai　evolut1on，

which　was　first　introduced　into　Japan　and　later　China　at　the　end　of　the

19th　century，　not　biological　evolution．

　　This　is　a　comparative　study　of　modern　political　thought，　and　1　have

found　it　convenient　to　divide　my　conclusions　into　three　main　points，　as

follows　：

　　1）　Both　Japan　and　China，　in　the　age　of　an　enlightenment　movement，

were　extremely　fond　of　the　ideals　of　British　utilitarianism．

　　2）　ln　accordance　with　Herbert　Spencer’s　theory　of　evolution，　Japan

and　China　rejected　radical　i’evolution　and　advanced　their　reforms　gra－

dually．

　　3）　The　theory　of　selection　（survival　of　the　fittest）　provided　a

stimulus　for　the　formation　of　nationalism　in　Japan　and　China．　This

nationalism　was　earnestly　needed　to　repel　the　threat　of　the　Western

Powers　in　order　to　bring　about　the　independence　of　two　countries．

The　Wandering　Shi－tai－fu＝ヒ大夫and　their　Purchase　of　La1ユd

by

Masaaki　Chil〈usa

　　Su－shin蘇獄（Tung－po二二），　a　well－known　writer　and　civil．officer　of

the　Northern　Sun9北宋dynasty，　left　lnany　letters　of｝lis　owll．　With

（332）




